
39治療史51法医学史

40伝記52放射線医学史

41伝記(双）53本草学史・博物学史

42伝染病史・防疫史54麻酔学史

43東洋医学史55門人録

44内科史56薬学史

45皮膚科史・泌尿器科史57蘭学史

46病院史58リハビリテーション関係史

47病跡学59その他

48病理学史60中国語文献

49風俗史61欧文文献

50仏教医学史

今回は14，15，17，19，34，37，50、55にあたる文献はあ

りません。

医史学関係文献目録(五十音順） や
つ
寸

平成3（1991)年

順天堂大学医史学研究室編

20産婦人科史

21歯学史

22史跡・記念碑

23疾病史

24耳鼻咽喉科史

25種痘史

26獣医学史

27害簡

28害誌学

29小児科史

30神経学史

31診断学史

32整形外科史

33精神医学史

34生物学史

35西洋医師学史

36生化学史

37生理学史

38地方史

単行本

医学切手・書画

医学教育

医学用語

医師会・学会

医史学一般

医の倫理

医療器械

医療制度史・医療史

衛生・公衆衛生史

解剖学史

眼科史

看護史

寄生虫学史

教室史

軍陣医学史

形成外科史

外科史

細菌学史
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0 1単行本

『京の民間医療信仰」奥沢康正思文閣出版

『クニツピングの明治円本回想記』小関恒雄、北村智明玄

同社

「箕作院甫、西征紀行幕末の日露外交」木村岩治(編）津

山洋学資料館友の会

「世界病気博物誌」ゴードン，リチャード小林武夫訳時

空出版

「ターミナル･ケアのための心身医学｣河野友信編朝倉書店



｢北陸における医学検査技術者教育の25年』北陸における医

学検査技術者教育25年記念事業会北陸における医学検査

技術者教育25年記念事業会編

『暉峻義等労働科学を創った男」三浦豊彦リブロポート

｢水戸市医師会史第一巻」水戸市医師会史編纂委員会水

戸市医師会

『医人奇人因伯の医師たち・夜話」森納綜合印刷

『歴史からみた医療「21世紀の医療への招待｣｣山崎久美子編

誠信書房

『大槻玄沢の研究」洋学史研究会(編）思文閻出版

｢洋学者門人帳の分析とそのデータベース化(研究課題番号

63301093)」吉田忠(研究代表者）

『原野を拓く関寛開拓の理想とその背景」陸別町役場広報

広聴町史編さん室陸別町役場

「図説歯科医学の歴史』リング,E･マルヴィン谷津三雄訳

西村書店

『賀川玄廸その人の生涯』今一弥賀川玄廸ゆかりの史跡

保存会

｢実学史研究Ⅶ」実学資料研究会編思文閣出版

『日本公衆衛生史昭和戦前期」清水勝嘉不二出版

｢医心方の伝来」杉立義一思文閣出版

｢京の医史跡探訪(増補版)」杉立義一思文閣出版

『10年のあゆみ」津山洋学資料館友の会津山洋学資料館

友の会編

｢東京歯科大学百年史」東京歯科大学百周年記念誌編纂委員

会東京歯科大学百周年記念誌編蟇委員会編

『月琴新譜長崎明渭楽のあゆみ」中西啓監修・著、塚原ヒ

ロ子編・著長崎文献社

｢麻酔法の父ウエルズ」中原泉デンタルフォーラム

｢老いと看取りの社会史』新村拓法政大学出版局

『日本女医史(追補)』日本女医史編集委員会日本女医会

｢医学をきずいた人びと(上)－名医の伝記と近代医学の歴史」

ヌーランド,B,シャーウィン曽田能宗訳河出書房

『医学をきずいた人びと(下)－名医の伝記と近代医学の歴史」

ヌーランド,B,シャーウィン曽田能宗訳河州書房

｢陰陽五行説その発生と展開」根本光人(監修)、根本幸夫、

根井養智薬業時報社

｢噛む歯は生命」長谷川正康求龍堂

『中国医学は現代科学を覆すか』林一朝日新聞社

『讃害間適』富士川英郎小澤書店

（
つ
［
［
）

02医学切手・書画

「象先堂(伊藤玄朴塾)の扁額一鯖江藩主間部詮勝筆一」

岩治勇一「福井県医師会だより」（358)46

「切手が語る医学史③．盲人の杖．点字の切手｣奥沢康正｢月

刊保団連」(350)40-43

「切手が語る医学史④眼の解剖図の切手」奥沢康正『月刊

保団連」（352)48-50

卜
一
寺



｢切手が語る医学史⑤眼科医の切手(その1）｣奥沢康正『月

刊保団連」（353)46-49

｢切手が語る医学史⑥眼科医の切手(その2)｣奥沢康正｢月

刊保団連」（357)44-48

｢切手が語る医学史⑦眼科医の切手(その3）｣奥沢康正『月

刊保団連」(358)51-53

｢切手力語る医学史(最終回）眼科医療器械と発明者の切手」

奥沢康正「月刊保団連』(359)50-54

｢医学切手美術館15エイズ制圧」河瀬正晴『透析ライフ」
（38)25

｢医学切手美術館16手術」河瀬正晴「透析ライフ』（39)25

｢医学切手美術館17医学と美術」河瀬正晴『透析ライフ」

（40)25

｢医学切手美術館18予防接種｣河瀬正晴『透析ライフ』(41)
25

｢医学切手美術館19看護婦さん」河瀬正晴「透析ライフ』

（42)25

｢切手で見る血液事業42献血」河瀬正晴『血液事業』14(1)

｢切手で見る血液事業43エイズ撲滅」河瀬正晴『血液事業j
14(2)

｢切手で見る血液事業44献血」河瀬正晴「血液事業」14(3)

｢切手で見る免疫血液学(57)HIV感染と結核」河瀬正晴

『MedicalPostgraduatesj29(1)80

｢切手で見る免疫血液学(58)医神Asklepios」河瀬正晴

「MedicalPostgraduatesj29(1)81

「切手で見る免疫血液学(59)慢性関節リウマチ」河瀬正晴

「MedicalPostgraduates｣29(2)67

「切手で見る免疫血液学(60)ペニシリンショック」河瀬正晴

『MedicalPostgraduatesj29(2)68

「切手で見る免疫血液学(61)保存血液の採血方法」河瀬正晴

『MedicalPostgraduates｣29(3)86

「切手で見る免疫血液学(62)医聖Hippocrates」河瀬正晴

『MedicalPostgraduates｣29(3)87

｢切手で見る免疫血液学(63)予防接種」河瀬正晴『Medical

Postgraduates｣29(4)91

｢切手で見る免疫血液学(64)光学顕微鏡｣河瀬正晴｢Medical

Postgraduatesj29(4)92

｢切手で見る免疫血液学(65)壊血病」河瀬正晴『Medical

Postgraduates｣29(5)63

｢切手で見る免疫血液学(66)HIVと赤血球輸血」河瀬正晴

『MedicalPostgraduates｣29(5)64

｢切手で見る免疫血液学(67)血管」河瀬正晴『MedicalPost-

graduates｣29(5)99

｢切手で見る免疫血液学(68)潟血療法」河瀬正晴『Medical

Postgraduates｣29(6)100

｢切手で見る輸血学(32)ルイス・アゴーテ」河瀬正晴「月刊

BLOOD｣(65)

｢切手で見る輸血学(33)イブン・アル・ナフィス」河瀬正晴

め
つ
寺
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｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑥医学･ハーヴィー／

薬学・李時珍」古川明「東洋薬事報』32(9)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑦医学・ラブラン／

薬学･ペルテイエとカヴァント｣古川明『東洋薬事報｣32(10）

22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑧医学・ハンセン／

薬学・大風子油」古川明『東洋薬事報」32(11)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑨医学・パストウー

ル／薬学･ペニシリンとフレミング」古川明「東洋薬事報』

32(12)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑩医学・世界医師

会／薬学･国際薬剤師連盟」古川明「東洋薬事報』33(1)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑪医学・コッホと結

核／薬学･ワックスマンとストレプトマイシン」古川明「東

洋薬事報』33(2)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑫医学・医学のシン

ボル／薬学・薬学のシンボル｣古川明｢東洋薬事報｣33(3)22

｢レンブラント画「トウルプ博士の解剖学講義｣」古川明「け

んさ」20(4)19-22

｢文久の｢はしか絵｣と世相｣南和男｢日本歴史｣(512)88-106

『月刊BLOOD｣(67)

｢切手で見る輸血学(34)アビケンナ(イブンシーナ)」河瀬正

晴「月刊BLOODj(69)

｢切手で見る輸血学(35)チャールズ・ドルー」河瀬正晴「月

刊BLOODj(71)

｢切手に見る臨床検査l臨床検査の始り－尿検査一」河瀬正

晴「WAKONEWSj(30)18

｢｢狂気の石』について一十五～十七世紀オランダ，フランド

ル地方の絵画に基づく－考察一(抄)」酒井明夫三田俊夫

道又利石渡隆司『日本医史学雑誌』37(2)248-249

｢浮世絵にみる流行病(はやりやまい)六コレラ(基ノー)」

中原泉IMedicalTribune｣24(24)25

｢新切手でみる医学史」古川明「MedicalTribune｣24(1-52)

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学①医学・アスクレピ

オス／薬学・ヒギエイア」古川明「東洋薬事報」32(4)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学②医学・ヒポクラテ

ス／薬学・デイオスコリデス｣古川明『東洋薬事報｣32(5)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学③医学･華佗／薬学・

鑑真」古川明「東洋薬事報』32(6)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学④医学・アメリカ医

師会創立100年"THEDOCTOR"薬学・アメリカ薬剤師

協会創立120年」古川明「東洋薬事報」32(7)22

｢ミニ博物館医学切手医学と薬学⑤医学・ヴェサリウ

ス／薬学･ガルシアドルタ」古川明『東洋薬事報』32(8)22

（
「
函
［
）

03医学教育

「名古屋帝国大学設立事情」勝山吉章『名古屋大学史紀要』

(2)89-120

つ
つ
寺



｢革新の医学教育の流れ－ベッドサイドティーテイング，解

剖講堂そして植物園一」石田純郎「医潭」(60)3609-3616

｢愛知(県)医学校・病院刊「院校報告』についての若干の考

察一「学校一覧類』の史料価値検討の一助として－」井上

知則「名古屋大学史紀要」(2)121-152

｢＜史料解題＞愛知(県)医学校・病院刊「院校報告」につい

ての若干の考察一『学校一覧類』の史料価値検討の一助と

して－」井上知則「名古屋大学史紀要」(2)121-152

｢創立時の『済生学舎」の人脈(抄)」唐沢信安「日本医史学

雑誌』37(2)269-271

｢戦中戦後の医学教育史一医学専門学校一(抄)｣酒井シヅ『日

本医史学雑誌」37(2)298-299

｢明治・大正の医学教育一東京医科大学創立の背景一」酒井

シヅ「東京医科大学報」（282)4

｢医学プロムナード順天堂本郷キャンパスの建物の移り変

り(4)」酒井シヅ「順天堂医学」36(4)570-576

｢19世紀末から20世紀初頭の中国における女子医学教育につ

いて(抄)」三崎裕子「日本医史学雑誌』37(2)189-190

｢名古屋大学史年表(1)－仮医学校から愛知県立医学専門学

校まで－」吉川卓治『名古屋大学史紀要』(2)153-169

｢医学史の技術用語の定義づけの試み」石田純郎「啓迪』（9）

25-28

「言葉の由来48医者と病人｣岩月賢一｢Johns｣7(7)962-964

｢点の研究医語の流転に想う」黒川正則「ミクロスコピア」

8(1)38-44

｢言葉の由来49シーボルトと間宮海峡」鈴木安恒「Johns」

7(9)1226-1228

｢病名の由来子澗｣深瀬泰且『MedicalTechnology｣19(1)
19

｢病名の由来伝染性紅斑｣深瀬泰旦｢MedicalTechnology」

19(2)121

｢病名の由来突発性発疹症」深瀬泰旦IMedicalTechnol-

ogy｣19(3)193

｢病名の由来第四病」深瀬泰旦「MedicalTechnology」

19(4)303

｢病名の由来泉熱｣深瀬泰旦『MedicalTechnology｣19(5)
377

｢病名の由来水頭症」深瀬泰且「MedicalTechnology」

19(6)473

｢病名の由来精神分裂病｣深瀬泰且｢MedicalTechnology」

19(7)745

｢病名の由来瘻瀝｣深瀬泰旦｢MedicalTechnologyjl9(9)

823

｢病名の由来萎黄病」深瀬泰且「MedicalTechnologyj

つ
［
｛
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0 4医学用語

「言葉の由来50肺・冑・腸などの語源」Wilkinson,Hugh

E/伊藤裕之訳伊藤裕之「Johnsj7(11)1664-1666



医師会前史･その33-｣青柳精一「日本医師会雑誌｣105(10)

1697-1699

｢日本医師会小史第88回「医料権」と「医料規約」－医

師会前史･その34-」青柳精一「日本医師会雑誌』105(12）

2035-2037

｢日本医師会小史第89回会則・規約違反の過怠金裁判一

医師会前史･その35-」青柳精一「日本医師会雑誌」106(2)

215-217

｢日本医師会小史第90回医料規約をめぐる話題(上)－医

師会前史･その(36)－」青柳精一『日本医師会雑誌」106(4)

619-621

｢日本医師会小史第91回医料規約をめぐる話題(下)－医

師会前史･その(37)－」青柳精一「日本医師会雑誌』106(6)

907-909

｢日本医師会小史第92回明治期の開業医と医学教育(そ

の1）－医師会前史･その38-」青柳精一「日本医師会雑誌」

106(8)1261-1263

｢日本医師会小史第93回明治期の開業医と医学教育(そ

の2）－医師会前史･その39-」胄柳精一『R本医師会雑誌』

106(11)1611-1613

｢日本医師会小史第94回明治期の開業医と医学教育(そ

の3)(W,ウイリスと鹿児島医学校)-医師会前史・その40-」

青柳精一『日本医師会雑誌』106(13)1919-1921

｢｢第1回精神医学･精神保健ヨーロッパ医史学会』に出席し

19(10)895

｢病名の由来悪性貧血」深瀬泰旦「MedicalTechnology』

19(11)989

｢病名の由来鎌形赤血球貧血｣深瀬泰且『MedicalTechnol-

ogy｣19(12)1069

｢病名の由来熱性痙壁」深瀬泰旦『MedicalTechnology」

19(13)1147

｢用語の解説110,ステノン管(Stensen'sduct)」宮下久夫

「Johns｣7(1)132-134

05医師会・学会

「日本医師会小史第83回横浜市医師会にみる規約づくり

－医師会前史･その29-」青柳精一「日本医師会雑誌」105(2)

265-267

「日本医師会小史第84回医師会創設時の医療料金一医師

会前史･その30-」青柳精一「日本医師会雑誌』105(4)557

-559

「日本医師会小史第85回国家医学会と国家医学講習料一

医師会前史･その31-」青柳精一「日本医師会雑誌」105(6)

923-925

「日本医師会小史第86回明治医会の報酬規則案一医師会

前史・その32-」青柳精一「日本医師会雑誌jlO5(8)1373

-1375

「日本医師会小史第87回医療費現金徴収化への3段階一

（
ｍ
画
［
）
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芽



て」濱中淑彦『精神医学』33(6)666-669

｢第32回国際医史学会会議の印象」古川明『日本医史学雑誌』

37(1)79-84

｢医学史ミニ博物館(66)続リュザルシュ村のサン・コーム教

会」大村敏郎『医学のあゆみ」159(4)237

｢医学史ミニ博物館(67)リスフランの墓石」大村敏郎『医学

のあゆみ」159(8)505

｢医学史ミニ博物館(68)ルイ・パストウールの生地」大村敏

郎「医学のあゆみ」159(12,13)937

「日本科学史学会創立50周年記念講演医学の現代史と生

物学」川喜田愛郎「科学史研究』(180)256-260

｢医師・治療者のストレス管理医師像の歴史的変遷」酒井

シヅ『心身医療」3(6)840-845

｢脳室に第三、第四脳室があって、第一、第二がないのは何

故か」酒井シヅ「ClinicalNeuroscience｣9(6)103

｢｢医心方」の伝来から見た日本医学史の一側面(抄)」杉立義

一『日本医史学雑誌」37(2)173-180

｢寄せ場とアルコール関連問題日本の下層社会と酒害問題

歴史精神医学的視点から」妹尾栄一『アルコール医療研究」

8(1)9-17

｢世界の医療史(91)6.革新の世紀6-1気体化学の時代6-1-1

ブラックと固定空気｣宗田一『PHARMAMedica｣9(1)159

-162

｢世界の医療史(92)6革新の世紀6-1気体化学の時代6-1-2

フロギストン理論」宗田一「PHARMAMedica｣9(2)138

-142

｢世界の医療史(93)6革新の世紀6-1気体化学の時代6－1

函
［
》

06医史学一般

「医史学ものがたり(1)」井上渭恒内田老鶴圃

「医学史ミニ博物館(57)日本のパレ400年祭」大村敏郎『医学

のあゆみ」156(4)277

「医学史ミニ博物館(58)日仏を結ぶ石灯篭大使｣大村敏郎｢医

学のあゆみ」156(8)535

「医学史ミニ博物館(59)400年前の消化器外科」大村敏郎『医

学のあゆみ」156(12)803

「医学史ミニ博物館(60)日本医学会総会と歴史｣大村敏郎｢医

学のあゆみ』157(4)237

「医学史ミニ博物館(61）『医心方jの研究書」大村敏郎「医

学のあゆみ」157(8)483

「医学史ミニ博物館(62)京都の日本医史学会から」大村敏郎

「医学のあゆみ』157(12)701

「医学史ミニ博物館(63)皮下注射の父プラヴァーズの生誕200

年」大村敏郎「医学のあゆみ」158(4)215

「医学史ミニ博物館(64)ブルーセの炎症論」大村敏郎「医学

のあゆみ』158(8)427

「医学史ミニ博物館(65)リュザルシュ村のサン･コーム教会」

大村敏郎「医学のあゆみ」158(13)869

（
手
国
［
）



－3酸素の発見」宗田一『PHARMAMedica｣9(3)160-164

｢世界の医療史(94)6革新の世紀6-1気体化学の時代プリ

ーストリ（続-1)」宗田一『PHARMAMedica｣9(4)121-125

｢世界の医療史(95)6.革新の世紀6-1気体化学の時代プリ

ーストリ（続-2)」宗田一『PHARMAMedicaj9(5)148-152

｢世界の医療史(96)6革新の世紀6-1気体化学の時代プリ

ーストリ（続-3)」宗田一｢PHARMAMedicaj9(6)158-162

｢世界の医療史(97)6革新の世紀6-1気体化学の時代2

人の実地医家(続)」宗田一『PHARMAMedica｣9(7)178

-182

｢世界の医療史(98)6.革新の世紀6-1気体化学の時代シェ

ーレ(続-1)」宗田一「PHARMAMedicaj9(8)139-142

｢世界の医療史(99)6.革新の世紀6-1気体化学の時代シェ

ーレ(続-2)」宗田一『PHARMAMedica｣9(9)118-123

｢世界の医療史(100)6革新の世紀6-1気体化学の時代ラ

ヴオワジエ(続)」宗田一『PHARMAMedicaj9(10)192-

196

｢世界の医療史(101)6革新の世紀6-1気体化学の時代燃

焼と呼吸(続)」宗田一『PHARMAMedicaj9(11)126-131

｢世界の医療史(102)6革新の世紀6-1気体化学の時代ラ

ヴオワジエとフランス革命」宗田一「PHARMAMedica」

9(12)115-120

｢｢自然良能』並び『医ハ自然ノ臣僕ナリ」の出典について」

津下健哉「広島医学」44(3)511-516

｢新編オランダ話くその1＞エラスムスのこと」中西淳朗「保

健医の臨床」（313)42-45

｢新編オランダ話くその2＞船舶のこと」中西淳朗『保健医の

臨床」（314)29-31

｢新編オランダ話くその4＞絵画のこと」中西淳朗『保健医の

臨床」（316)15-18

｢新編オランダ話くその6＞「自然科学史博物館から<A>｣」

中西淳朗『保険医の臨床」(318)12-15

｢長屋王家跡出土木簡に見る奈良時代貴人の医と食生活への

考察(抄)」樋口誠太郎「日本医史学雑誌』37(3)446-448

｢医史散歩(18)野口英世｣堀内きよし『兵庫県医師会報｣(446）

84-88

｢医史散歩(19)鶴崎平三郎」堀内きよし「兵庫県医師会報』

（447)35-38

｢医史散歩(20)寿命」堀内きよし『兵庫県医師会報j(448)27

－29

｢医史散歩(21)癩」堀内きよし｢兵庫県医師会報』(449)40-42

｢医史散歩(22)コッホ」堀内きよし『兵庫県医師会報」（450）

36-39

｢医史散歩(23)深山玄碩｣堀内きよし｢兵庫県医師会報』(451）

37-40

｢医史散歩(24)兵庫県医会」堀内きよし『兵庫県医師会報」

(452)19-22

｢医史散歩(25)堀内静一｣堀内きよし『兵庫県医師会報』(453）

お
画

二

め
［
寺



07医の倫理

「英語の諺に表現される医の教訓Healthについて｣加藤幸一

『湘南短期大学紀要』2(1)25-35

「欧米における医学倫理の教育・啓蒙活動の現状」酒井明夫

「医事学研究」(5)171-188

「死の歴史」酒井シヅ、河野友信編『ターミナル・ケアのた

めの心身医学』朝倉書店15-25

「歴史にみる病人のこころ」酒井シヅ｢大阪透析研究会会誌」

9(1)1－8

28-31

｢特集医療における心とことばv日本における病気の歴史」

立川昭二「日本医師会雑誌』105(4)491-496

｢特集医療における心とことばvヒポクラテスの医師像」

大槻真一郎「日本医師会雑誌」105(4)497-504

｢特集医療における心とことばv幕末の西洋医学思想「医

戒』に学ぶ」杉本つとむ『日本医師会雑誌』105(4)505-513

｢特集医療における心とことばvオスラー「平静の心」に

学ぶ」日野原重明『日本医師会雑誌」105(4)514-519

｢特集医療における心とことばⅥ良心を考える－カントに

学ぶ－」坂部恵「日本医師会雑誌』106(6)851-856

｢特集医療における心とことばⅥゲーテの死生観について」

小塩節「日本医師会雑誌」106(6)857-863

｢特集医療における心とことばⅥ不安と絶望の超越一キル

ケゴールに学ぶ－」泉治典「日本医師会雑誌』106(6)864-

868

｢特集医療における心とことばⅥ医学と哲学一ヤスパース

に学ぶ－」杉田勇「日本医師会雑誌」106(6)869-874

｢特集医療における心とことばⅥ近世哲学思想と医学の諸

問題」吉村章「日本医師会雑誌』106(6)875-878

｢特集医療における心とことばⅥユングの心理学に学ぶ」

河合隼雄『日本医師会雑誌』106(6)879-885

｢特集医療における心とことばⅥ死生観の東西比較」小田

川方子「日本医師会雑誌』106(6)886-890

》
『
寺

08医療器械

「顕微鏡のはなし補遺(抄)」上潟口武，萩原義郷嶋村昭辰

『日本歯科医史学会々 誌」17(4)244-245

「心電図モニターの歴史」後藤敏之、岡島光治「臨床モニタ

ー」2(2)71-77

「胄癌に対する内視鏡的治療歴史と特徴」竹本忠良、相部

剛『消化器外科』14(7)817-819

「大腸内視鏡検査の概略歴史、前処置、挿入から最近の進

歩まで」田島強「日本医師会雑誌』105(3)360-363

（
①
国
［
）

09医療制度史・医療史

「病院医療の質の改善アメリカにおける医療評価の歴史と

現状（1）ジョイントコミッションの歴史的発展」Jessee

WilliamF.「病院」50(6)484-489



｢診療報酬物語76関東大震災と医師会の対応」青柳精一

「ばんぶう』(1月号）

｢診療報酬物語77-78「法定日本医師会」の誕生(上)－

（下)」青柳精一『ばんぶう」（2月,3月号）

｢診療報酬物語79-80健保法成立までの道のり（その一)－

（その二)」青柳精一『ばんぶう』（4月，5月号）

｢米国の呼吸療法士制度歴史と現状」大村昭人『Clinical

Engineering｣2(2)109-113

｢江戸幕府の医療制度に関する史料(五)－文政度｢官医分限」

－」香取俊光『日本医史学雑誌』37(3)417-430

「いま、なぜ戦後医療技術史か（2）ハイテクノロジーとロー

テクノロジーとの共存」上林茂暢『病院」50(8)686-690

「日本の医療史(68）「重訂解体新書」と大槻玄沢」酒井シヅ

『薬事新報」(1622)83-86

｢占領期における医薬分業論争史(第1報)-GH.Q文書による

検証一(抄)」杉田聡『日本医史学雑誌」37(2)300-302

｢明治初期の御雇外国人医学教師関係法について(抄)」高安

伸子「日本医史学雑誌」37(2)258-259

｢医療海外文献に関する12章①専門医制度」野村拓『月刊保

団連』（362)68-72

｢医療海外文献に関する12章②医師・患者関係」野村拓『月

刊保団連』（364)61-65

｢医療海外文献に関する12章⑤保健医療政策」野村拓「月刊

保団連』（369)70-74

｢医療海外文献に関する12章⑥病院論あれこれ」野村拓『月

刊保団連』（372)56-60

｢昭和医療史30医療運動起る」野村拓『月刊保団連』（339）

88-91

｢昭和医療史36公的責任からの脱走」野村拓「月刊保団連」

(350)90-93

｢昭和医療史37供給抑制へ」野村拓『月刊保団連』（352)84

－87

｢昭和医療史最終回「棄民」対「人権｣」野村拓『月刊保団

連』（353)72-75

10衛生・公衆衛生史

「黎明期の労働衛生史97野呂景義(8)下村孝太郎(上)｣乾修

然『労働衛生ジャーナル」(178)2

「黎明期の労働衛生史98野呂景義(9)下村孝太郎(下)｣乾修

然「労働衛生ジャーナル』（179)2

「黎明期の労働衛生史99野呂景義(10)外人技術者(上)」乾

修然『労働衛生ジャーナル』（181)3

「黎明期の労働衛生史100野呂景義(11)外人技術者(下)｣乾

修然「労働衛生ジャーナル」（182)2

「黎明期の労働衛生史101野呂景義(12)製鉄合同」乾修然

「労働衛生ジャーナル』(183)2

「黎明期の労働衛生史102野呂景義(13)今泉嘉一郎(上)｣乾

修然「労働衛生ジャーナル」（184)2

（
匡
国
『
）

、
［
》



豊彦「科学医学資料研究」(206)5-12

｢呼吸保護の歴史(三)一十九世紀からの呼吸保護一」三浦豊

彦「科学医学資料研究』(209)1-7

｢自然と人工環境一快適環境のフォークロアー第Ⅳ部環

境」三浦豊彦『労働科学』67(1)21-35

｢自然と人工環境一快適環境のフォークロアー第V部環

境汚染・環境破壊」三浦豊彦「労働科学」67(4)163-184

｢自然と人工環境一快適環境のフォークロアー第Ⅵ部気

温と人間」三浦豊彦「労働科学」67(5)235-255

｢自然と人工環境一快適環境のフォークロアー第Ⅶ部労

働科学研究所の温熱環境の研究｣三浦豊彦｢労働科学｣67(7)

375-388

｢自然と人工環境一快適環境のフォークロアー第Ⅷ部温

熱環境とアメニティ」三浦豊彦『労働科学」67(8)525-542

｢続サテライト通信13何歳まで生きればよいか」三浦豊彦

「労働の科学」46(1)30-31

｢続サテライト通信14今世紀はじめの呼吸保護具」三浦豊

彦『労働の科学」46(2)98-99

｢続サテライト通信15写経生や書記の病気」三浦豊彦「労

働の科学」46(3)156-157

｢続サテライト通信16ロボット」三浦豊彦『労働の科学」

46(4)190-191

｢続サテライト通信17アセチレン法アセトアルデヒド製造

と水俣病」三浦豐彦「労働の科学』46(5)250-251

｢黎明期の労働衛生史103野呂景義(14)今泉嘉一郎(中)｣乾

修然『労働衛生ジャーナル」(185)2

｢黎明期の労働衛生史104野呂景義(15)今泉嘉一郎(下)｣乾

修然「労働衛生ジャーナル」(186)2

｢じん肺史の一断面一ウイルヒョウ説を中心に－(抄)」梶田

昭『日本医史学雑誌」37(2)292-293

｢神奈川県下事業場における傷病休業統計の歴史(会議室)」

佐藤信一『産業医学」33(4)266-267

｢日本における公衆衛生の芽生え(一)－福井藩の上水施設一」

白崎昭一郎『北陸医史』12(1)32-33

｢アスベストの労働衛生問題(1)過去これまでの石綿研究

の歴史から(会議録)」瀬良好澄「産業医学』33(7)606

｢スロイスの『健康学』に学ぶ(抄)」橋本和夫「北陸医史』

12(1)24-31

｢文明は病気変える23-29」松藤元「労働衛生ジャーナル」

(175-186)3

｢明治時代における砲兵工廠の労働衛生調査」松藤元『労働

科学』67(2)64-72

｢明治時代の労働衛生学」松藤元『労働科学」67(3)102-108

｢労働衛生学の先駆者窪川忠吉の生涯とその著書「工業衛生

学｣」松藤元「労働科学」67(10)481-494

｢石綿の健康影響の歴史(二）－石綿肺・肺癌一」三浦豊彦

『科学医学資料研究』(201)1-7

｢呼吸保護の歴史(二)－徳川時代の鉱山の呼吸保護一」三浦

Ｃ
『
由

Ｐ
員
Ｆ
守

（
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国
［
）



｢続サテライト通信18短い睡眠、長い睡眠と健康」三浦豊

彦「労働の科学』46(6)310-311

｢続サテライト通信19敗戦忌｣三浦豊彦｢労働の科学j46(8)

458-459

｢続サテライト通信20まだまだ火山は生きている」三浦豐

彦「労働の科学」46(9)514-515

｢日本の大気汚染の歴史(抄)」三浦豊彦『日本医史学雑誌」

37(2)289-291

｢目で見る労働と健康の歴史(その8)－倉敷労働科学研究所の

創立のころ－」三浦豐彦「労研維持会資料」(1282-1283)

｢目で見る労働と健康の歴史(その9)－大正末の労働衛生一」

三浦豐彦『労研維持会資料j(1298-1299)

布施英利、養老孟司「医療9016(11)12

12眼科史

「江戸時代(末期)の白内障手術症例報告一『白内鬚手術人

名実験録」から－(抄)」奥沢康正「日本医史学雑誌』37(2)

233-234

「近視・遠視・老視の病名史」奥沢康正『日本の眼科』62(5)

637-654

「低眼圧緑内障歴史と概念」北沢克明、山本哲也「あたらし

い眼科』8(4)493-500

「文庫の窓から和蘭眼科新書(その3。完)」中泉行信、中

泉行史、斎藤仁男「臨床眼科」45(1)86-87

「眼科むかしばなし(11)真珠散」飛見立郎『薬局』42(5)735

-739

（
争
函
［
）

11解剖学史

「解体新書にみる脈管学(13)～(18最終)」大城孟『Medical

Postgraduatesj29(1-6)27-50,94-117,162-185,254-277,

346-369,454-477

「脳切片標本その開発の歴史長所、短所」津本忠治「医学

のあゆみ」157(11)617-620

「寛政二年･明石畑山の解剖について」中原百枝『啓迪」（9）

12-14

「藤林普山訳『解屍篇』について－森田千庵署名(印)入り写

本より－(抄)」長谷川一夫｢日本医史学雑誌』37(2)217-219

「解剖図の歴史第11回プラスティネーションされた人体」

13看護史

「『京都看病婦学校設立趣旨』について(抄)」渋谷鉱，谷津三

雄「日本医史学雑誌」37(2)262-264

「『京都看病婦学校設立の演説」について(抄)」渋谷鉱，谷津

三雄『日本医史学雑誌』37(2)265-267

「看護と看護教育小史一その東西比較一」石田純郎『新見女

子短期大学紀要』（12)1-16

「看護の発展看護と歴史」氏家幸子『からだの科学」（増刊

8)26-32

匡
冒
寺



｢明治期の精神病看護学書と看護(抄)」荻野妙子，金川克子

『北陸医史』12(1)11-16

｢日本における看護教育の歴史」亀山美知子『看護MOOK』

(37)11-19

｢ナイチンゲールは看護婦なのか再評価と新生生まれ変

わるナイチンゲール」斎藤友博「からだの科学」(159)113

-119

｢ウイリアム･アンダーソンと東京慈恵医院看護婦教育所の看

護婦留学生について」平尾真智子『医證』(60)3601-3608

｢産業看護の歴史･目的･方法論」前田和子『公衆衛生」55(2)

82-88

罪学雑誌』57(3)98-100

｢原沢文仲「青洲先生聞書」と伊藤震山「春林軒随筆」によ

る華岡青洲乳癌手術記録の再検討(抄)」蒲原宏『日本医史

学雑誌」37(2)211-214

｢膵管胆道合流異常研究の歴史と展望」古味信彦「小児内科」

23(6)881-886

｢中国医学書の乳癌の記事｣酒井シヅ『Mammall月』(11月）

表2

｢乳房全摘術」酒井シヅ『Mammal2月」(10月)表2

｢人工心肺の発達史(抄)」藤倉一郎、藤倉美耶子『日本医史

学雑誌』37(2)294-295

函
［
》

（
つ
め
［
）20産婦人科史

「胎児仮死診断の歴史」池ノ上克『ペリネイタルケア』9(冬

期増刊)5-9

「助産婦の歴史(89)～(99）近代の助産婦(59)～(69)」石原

力『ペリネイタルケア」10(1-11)71-72,158-160,237-239,

340-341,434-435,511-513,642-643,719-721,798-799,897-

899,989-991

「周産期医療の過去。現在・未来母子保健行政の歴史と今

後の展望」福渡靖「周産期医学』21(1)125-129

16軍陣医学史

「陸軍看病人について(抄)｣黒澤嘉幸『日本医史学雑誌j37(2)

267-269

「『横浜軍陣病院の日記」を再読して(抄)」中西淳朗『日本医

史学雑誌」37(2)252-254

「日本海軍医科士官の歴史(Ⅵ)－軍縮の時代一(抄)」山崎智

「日本歯科医史学会々 誌」17(4)261-262

18外科史

「腹壁異常腰帯ヘルニア・腹壁破裂の治療の歴史と現状」

岡松孝男『小児外科」23(7)715-721

「ローレッツが係わる車夫傷害事件の診断書」小関恒雄『犯

21歯学史

「四方文吉著「真健康之基礎』について(抄)」池田かのり、



情澤美智子、渋谷鉱、谷津三雄「日本歯科医史学会々誌」

17(4)246-247

｢大阪府における学校歯科(抄)」石橋肇、金城喜代美、渋谷

鉱、谷津三雄『日本歯科医史学会々誌」17(4)263

｢東京歯科医学専門学校歯科学叢書の書誌学(その12)～第14

編花沢鼎･杉山不二著歯槽膿漏の局所療法について～(抄)」

太田実、竹島弘道、熱田俊之助、白川尚、森山徳長『日本

歯科医史学会々 誌jl7(4)241-242

｢東京歯科医学専門学校歯科学叢書の書誌学的綜括(抄)」太

田実、長谷川正康、森山徳長、石川達也、「日本歯科医史学

会々 誌」17(4)238-240

｢江戸末期に伝えられた矯正歯科一外科必読に見られた術式

紹介一｣大野粛英、新藤恵久『日本歯科医史学会々誌｣17(3)

173

｢東京勧業博覧会の歯科出品物第1報歯科器材について｣大橋

正敬、西山實「日本歯科医史学会々 誌」17(4)274-275

｢水窪のツケ(抄)｣小沢亨司、新藤恵久『日本歯科医史学会々

誌』17(3)176

｢軍陣歯科学(第6報)(抄)｣落合俊輔、金子賢司、谷津三雄、

新国俊彦「日本歯科医史学会々 誌j17(3)185-186

｢ホワイト著「口腔と歯」と桐村克己訳『歯乃養生法』の関

係についての比較書誌学的研究(抄)｣春日芳彦、森山徳長、

小幡哲夫、塩津二郎『日本歯科医史学会々誌』17(4)268-269

｢四方文吉述『通俗乳歯の心得』について(抄)」金子守男、

村木春長、大場重信、谷津三雄『日本歯科医史学会々誌」

17(4)250

｢四方文吉著述「保歯要訣完」について(抄)」金城喜代美、

吉村宅弘、渋谷幸男、谷津三雄「日本歯科医史学会々誌」

17(4)248-249

｢緒方富雄著『血清学の領域から」並びに「理論血清学」に

ついて(抄)」上潟口武、嶋村昭辰『日本歯科医史学会々誌」

17(4)273-274

｢野口英世の歯科医学叢談･歯科学報投稿論文について(抄)」

亀谷博昭、森山徳長、塩津二郎、真木吉信、奥田克爾「日

本歯科医史学会々 誌』17(4)259-260

｢高山歯科医学院の校舎・設備について(抄)」亀谷博昭、森

山徳長、白川尚、石川達也、長谷川正康『日本歯科医史学

会々 誌』17(3)192-193

｢高山歯科医学院編カラーアトラス付第五神経解剖篇の書

誌学(抄)」亀谷博明、古屋嘉雄、市ノ川武、森山徳長「日

本歯科医史学会々 誌」17(4)240-241

｢『骨製歯刷子を特に主張する学理的根拠」について(抄)」金

城喜代美、吉田和子、渡辺有子、谷津三雄『日本歯科医史

学会々 誌』17(3)200-201

｢シンポジウム「歯科医学概論のルーツを探る』－佐藤運雄

の歯科医学概論一｣工藤逸郎｢日本歯科医史学会々誌j17(3)

160-165

｢石黒忠惠『外科説約』およびアグニュー著烏谷部政人訳『外

｛
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科新論｣歯科治療法について(抄)｣小坂剛也、森山徳長、太

田実、長谷川正康｢日本歯科医史学会々誌j17(3)173-175

｢今田歯科u腔外科医院発行の小冊子「口腔衛生』について

（抄)」佐久間優、金城喜代美、濱野和代、谷津三雄、今田

喬士「日本歯科医史学会々 誌」17(3)199-200

｢四方文吉著「歯牙養生法完」について(抄)」佐久間優、山

口秀紀、谷津三雄、滝口久『日本歯科医史学会々誌』17(4)

247-248

｢古代人頭骨を診る(抄)」佐藤守「日本歯科医史学会会誌j

l7(4)243-244

｢｢太平聖恵方｣における口腔軟組織疾患の分類について(抄)」

佐藤恭道、別部智司、戸出一郎、雨宮義弘『日本歯科医史

学会々 誌」17(4)271

｢歯科に関する医学博士(抄)」渋谷鉱、池田直、谷津三雄、

滝口久『日本歯科医史学会々誌」17(3)188-189

｢第7回日本医学会にみられる歯科分科会の内容(抄)」渋谷

鉱、渋谷幸男、藤井敏博、谷津三雄『日本歯科医史学会々

誌』17(3)186-187

｢第8回日本医学会にみられる歯科分科会の内容(抄)」渋谷

鉱、渋谷幸男、藤井敏博、谷津三雄『日本歯科医史学会々

誌』17(4)255

｢歯科用蒸和ゴムの歴史について(抄)」下総高次「日本歯科

医史学会々 誌』17(3)177-178

｢縄文人と古代メキシコ原住民にみられる歯科風俗について

（抄)」新藤恵久、大貫泰男「日本歯科医史学会々誌」17(3)

190-191

｢中原実と西欧中世歯科器具(抄)」新藤恵久、大貫泰男「日

本歯科医史学会々誌』17(4)274

｢絵島・生島事件と御蔵島のツゲ(抄)」新藤恵久、新藤勝之

「日本歯科医史学会々誌』17(4)252

｢御蔵島のツケ(抄)」新藤恵久、新藤勝之『日本歯科医史学

会々 誌」17(3)177

｢中原市五郎と児童r食会(抄)」新藤恵久、鈴木雄司『日本

歯科医史学会々 誌』17(3)184-185

｢中原市五郎の児童正食会の終焉(抄)」新藤惠久、鈴木雄司

『日本歯科医史学会々 誌』17(4)262

｢長野県諏訪の入歯師(抄)」新藤恵久、長谷川弥『日本歯科

医史学会々 誌』17(3)175-176

｢縄文人と古代メキシコ原住民にみられる歯科風俗について

（抄)」新藤恵久、大貫泰男「日本歯科医史学会々誌』17(3)

190-191

｢説文解字にみる歯学概論(抄)」杉本茂春『日本歯科医史学

会々 誌」17(3)189-190

｢アンブロワズ・パレの歯科口腔病医学(抄)」高山直秀『日

本歯科医史学会々誌』17(3)202

｢ピエール・フォシャール著『歯科外科医」－図版の異同

について－」高山直秀『科学医学資料研究」(206)1-5

｢昭和8年奥村鶴吉が内務省に提出した歯科材料に関する調査

Ｃ
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誌』17(4)242-243

｢方輿貌と歯科について(抄)」西巻明彦、屋代正幸「日本歯

科医史学会々 誌」17(4)270-271

｢腹證と歯痛について(抄)｣西巻明彦、屋代正幸、飯渕良幸、

百瀬深志「日本歯科医史学会々誌」17(3)217

｢腹證と歯痛について」西巻明彦、屋代正幸、湯浅高之、植

木清二、飯渕義久、飯渕良幸、江端巌、内藤尚孝、立浪昭

夫、佐沢史朗「日本歯科医史学会々 誌』17(3)142-146

｢明治期における歯科医事法の変遷(抄)」野田寛『日本歯科

医史学会々 誌」17(4)233-234

｢京都。ぬりこく地蔵(抄)」蓮見壽伯「日本歯科医史学会々

誌』17(3)215-216

｢発見された中原市五郎のギージーヘの手紙(抄)｣長谷川弥、

新藤恵久『日本歯科医史学会々誌』17(3)183

｢フオッサマグナとツケの道(抄)」長谷川弥、新藤恵久『日

本歯科医史学会々 誌』17(4)251-252

｢東京歯科医学専門学校の学制・教科書・教授陣等について

（その1)｣長谷川正康、森山徳長、石川達也、高添一郎、金

竹哲也「日本歯科医史学会々誌」17(2)89-96

｢東京歯科大学大学院創設とその発展について(抄)」長谷川

正康、森山徳長、石川達也、高添一郎、金竹哲也「日本歯

科医史学会々 誌」17(4)237-238

｢新制東京歯科大学の学制･教科書･教授陣などについて(抄)」

長谷川正康、森山徳長、石川達也、高添一郎、金竹哲也『日

報告書とその後の展開(抄)｣竹島弘道、森山徳長、松本実、

栗山美子、長谷川正康「日本歯科医史学会々誌」17(3)210

-211

｢東京歯科大学校章･校旗制定の経緯について(抄)」田辺明、

森山徳長、熱田俊之助、太田実、石川達也、長谷川正康｢日

本歯科医史学会々 誌」17(3)181-183

｢四方文吉述『通俗齪歯乃豫防法」について(抄)」土屋裕子、

池田かのり、金子賢司、谷津三雄｢日本歯科医史学会々誌」

17(4)249-250

｢口腔衛生普及セット-1953年版一(抄)」土屋裕子、渭澤美

智子、武田和久、谷津三雄『日本歯科医史学会々誌」17(3)

195-196

｢木床義歯について(抄)」筒井正弘「日本歯科医史学会々誌」

17(4)235

｢敦埋壁画にみる歯科習俗一楊枝と偕歯一」陶粟燗、中原

泉「日本歯科医史学会々 誌」17(2)108-113

｢旧制および新制東京歯科大学進学課程開設とその後の発展

（抄)」戸沢行夫、中山誠、金光秀明、石川達也、長谷川正

康『日本歯科医史学会々誌j17(3)179-180

｢シンポジウム島峯徹の歯科医学概論(抄)」戸出一郎『日本

歯科医史学会々 誌』17(3)168-172

｢『聖済総録』口歯門における口腔軟組織疾患の分類について

（抄)」戸出一郎『日本医史学雑誌」37(2)181-182

｢Bennet運動の再評価(抄)」永田和弘『日本歯科医史学会々

（
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本歯科医史学会々 誌」17(3)180-181

｢クラスプの発展と変遷、および我が国に齢ける無蝋着線鉤

の考案者について(抄)」平田幹男旧本歯科医史学会々誌」

17(3)178-179

｢クラスプの発展と変遷および我が国に鯵ける無蝋着線鉤の

考案者について」平田幹男「日本歯科医史学会々誌」17(4)

289-298

｢MovableClaspについて(抄)」平田幹男「日本歯科医史学

会々 誌」17(4)251

｢野口英世蟇訳「病理学的細菌学的研究術式綱要全」の書

誌学(抄)」福本裕、森山徳長、奥田克爾、高添一郎「日本

歯科医史学会会誌」17(3)213-214

｢東京歯科医学院で野口英世が講義した歯科法医学について

（その2)(抄)｣福本裕、森山徳長、塩津二郎、奥田克爾、高

添一郎『日本歯科医史学会々 誌jl7(4)257-258

｢明治28年歯科医学会編『歯牙保護論」の書誌学(抄)」松本

実、田辺明、栗山美子、森山徳長、石川達也「日本歯科医

史学会々 誌」17(4)269-270

｢東洋女子歯科医学専門学校の寄宿舎の規則(抄)｣馬渡亮司、

武藤優子、金子守雄、谷津三雄、「日本歯科医史学会々誌』

17(3)194-195

｢風流今様曽我について(その3）(抄)」本山佐太郎「日本歯

科医史学会々 誌」17(3)208-209

｢東京歯科医学専門学校『歯科学講義」の書誌学」森山徳長、

石川達也､長谷川正康『日本歯科医史学会々 誌』17(2)103-

107

｢明治43年花沢鼎著の病理組織学害3部作の書誌学(抄)」

森山徳長、太田実、小幡哲夫、竹島弘道、西尾宏英『日

本歯科医史学会会誌」17(3)211-212

国
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｢歯科器械学から－補鉄術一技術学一技工学一補綴学への名

称の変遷(その1）｣森山徳長｢日本歯科医史学会々 誌｣17(4)

283-288

｢シンポジウム『血脇守之助の歯科医学概論』（抄)」森山徳
長「日本歯科医史学会々 誌」17(3)166-167

｢｢血脇守之助の歯科医学概論｣」森山徳長「日本歯科医史学

会々 誌」17(4)277-282

｢明治初～中期発行口腔衛生啓蒙書の比較書誌論(その1)」

森山徳長『日本歯科医史学会々誌』18(1)1-4

｢東京歯科医学院講義録(第二輯）「歯科医学講義」および(第

｢野口英世慕訳『病理学的細菌学的検究術式綱要全』の書

誌学」福本裕、森山徳長、奥田克爾、高添一郎「日本歯科

医史学会々 誌』18(1)9-14

｢WilhelmBuschの風刺画.DerhohleZahn"について(抄)」

別部智司、佐藤恭道、戸出一郎、雨宮義弘『日本歯科医史

学会々 誌j17(4)254

｢『聖済総録』における口腔軟組織疾患の分類について(抄)」

別部智司、戸出一郎、雨宮義弘、佐藤恭道「日本歯科医史

学会々 誌」17(4)271-272



｢京都における学校歯科医に関する二､三の資料について(抄)」

山口秀紀､石橋肇､武藤ゆう、谷津三雄｢日本歯科医史学会々

誌』17(4)265-266

｢福島尚純著『袖珍外科総論』（抄)」山口秀紀、大場重信、

村木春長、谷津三雄、今田喬士「日本歯科医史学会々誌」

17(3)175

｢京都における学校歯科医について(抄)｣吉井秀壽、石橋肇、

渋谷鉱、谷津三雄「日本歯科医史学会々誌』17(4)264-265

｢『ライオン歯磨の発達』について(抄)」吉井秀濤、出地弘、

栗山稔、谷津三雄､今田喬士『日本歯科医史学会々誌』17(3)

196-198

｢昭和25年における『愛知県学校保健概況」（抄)」吉村宅

弘、坂本嘉久、米長悦也、谷津三雄『日本歯科医史学会々

誌』17(3)198-199

三輯）『新墓歯科学講義」の書誌」森山徳長、石川達也、長

谷川正康『日本歯科医史学会々誌」17(2)97-102

｢東京歯科医学専門学校歯科学叢書第5編奥村鶴吉・遠藤至

六郎共著『最近歯科技工学」の書誌学」森山徳長、小幡哲

夫、白川尚、熱田俊之介、亀谷博昭、市之川武「日本歯科

医史学会々 誌』17(3)131-135

｢東京歯科医学専門学校歯科学叢書第4編川上為次郎蟇著

I歯科薬治学」の書誌学」森山徳長、西尾宏英、亀谷博昭、

市之川武『日本歯科医史学会々誌」17(3)127-130

｢東京歯科医学院で野口英世が講義した歯科法医学について

（その1）」森山徳長、福本裕、太田実、熱田俊之介『日本

歯科医史学会々誌」18(1)5-8

｢雑誌『口腔保健」と日本歯科医史学会々誌」谷津三雄、渋

谷鉱、石橋肇、今田喬士『日本歯科医史学会々誌｣17(3)152

-157

｢第11回日本医学会第31部(歯科学)分科会」谷津三雄、渋谷

鉱、石橋肇、弓削朝子『日本歯科医史学会々誌」17(3)147

-151

｢東京歯科医学専門学校の校地・建物の変遷について(抄)」

山岸東太郎、森山徳長、石川達也、長谷川正康『日本歯科

医史学会々 誌』17(4)236-237

｢東京歯科医学院の校舎・設備について(抄)」山岸東太郎、

森山徳長、石川達也、古屋嘉男、市之川武、『日本歯科医史

学会々 誌』17(3)193-194

（
ゆ
め
［
）

22史跡・記念碑

「野口英世箕面銅像、搬送・除幕者と由来板の変遷」石原理

年『医諄」(60)3591-3600

「偉大な組織学の先駆者フランツ・フォン･ライデイッヒの墓

を訪ねて」猪口哲夫「ミクロスコピア」8(1)26-29

「都下医家名墓散策(22）幕府医官林恒斎とその子孫」小曽

戸洋『漢方の臨床』38(1)97-100

「都下医家名墓散策(23）幕府医官伴道与とその子孫」小曽

戸洋『漢方の臨床」38(7)866-868

ｍ
斡
寸



｢都下医家名墓散策(24）幕府医官岡了節」小曽戸洋「漢方

の臨床」38(9)1132-1134

｢都下医家名墓散策(25）御蔵島に流された奥山玄長」小曽

戸洋『漢方の臨床』38(11)1347-1349

｢湯島聖堂の神農祭と少彦名神社「神農さん」の神農祭につ

いて(抄)」小林一日出、湯浅高之、植木清二、藤野咀男、

斎藤憲一、西村好一、西巻明彦、屋代正幸「日本歯科医史

学会々 誌』17(4)267-268

｢探訪医の民俗13蘇民祭(黒石寺)」立川昭二『東洋薬事

報』32(4)18-20

｢探訪医の民俗14お化粧地蔵(王鳳寺)､おしろい地蔵(幡

龍寺)、とろけ地蔵(大円寺)」立川昭二『東洋薬事報｣32(5)

18-20

｢探訪医の民俗15撫べこ(千手院)／蛇神さま(薬師神社)」

薬事報」32(11)18-20

｢探訪医の民俗21めやみ地蔵(仲源寺)、洗い地蔵(寿延

寺)、八坂庚申堂」立川昭二『東洋薬事報』32(12)18-20

｢探訪医の民俗22池島殿(筥崎八幡宮)、太郎左近社、熱

の神様(三柱神社)」立川昭二『東洋薬事報」33(1)18-20

｢探訪医の民俗23佐奈田霊社／歯吹如来(本誓寺)／とん

がらし地蔵(興全寺)」立川昭二『東洋薬事報」33(2)18-20

｢探訪医の民俗24紙張地蔵、へちま薬師(東允寺)、明眼

院」立川昭二『東洋薬事報」33(3)18-20

｢『湯島聖堂に祭祀される神農像をめぐって」(抄)｣藤野俎男、

手塚裕文、斎藤憲一、西村好一、小林一日出、飯渕義久、

植木清二、湯浅高之、荒井照夫、屋代正幸「日本歯科医史

学会々 誌」17(3)216-217

｢湯島聖堂に祭祀される神農像について」湯浅高之、藤野咀

男、手塚裕文、斎藤憲一、西村好一、小林一日出、飯渕義

久、植木清二、荒井照夫、百瀬深志、西巻明彦、屋代正幸

「日本歯科医史学会々 誌』17(3)136-141

寸
画
寺

（
や
め
［
）

立川昭二『東洋薬事報」32(6)18-20

｢探訪医の民俗16やすらい祭(今宮神社)／粟嶋堂」立川

昭二「東洋薬事報』32(7)18-20

｢探訪医の民俗17みみだれ観音(妙楽寺)/塩地蔵(大長

寺)／赤地蔵」立川昭二「東洋薬事報』32(8)18-20

｢探訪医の民俗18銭焼地蔵(来迎寺)、手長神社、足長神

社」立川昭二『東洋薬事報』32(9)18-20

｢探訪医の民俗19大和ぽっくり寺」立川昭二「東洋薬事

報」32(10)18-20

｢探訪医の民俗20椎尾薬師／子の権現」立川昭二「東洋

23疾病史

「がんの探究-100年の歴史(_上)はじめに」乾修然「労働

衛生ジャーナル」(186)4

「がんの探究-100年の歴史(中)1951～1970年､1970～1980

年」乾修然『労働衛生ジャーナル」(187)2

「がんの探究-100年の歴史(下)1981年以降～現在」乾修



｢医療今昔物語一学説・診療の変遷-44．漢方の真価と限界

l)－西洋医学との歴史的背景の相違を中心に－｣熊谷朗｢臨

床科学j27(8)1031-1036

｢医療今昔物語一学説・診療の変遷-45．漢方の真価と限界

2）－主要古典とその理論一」小曽戸洋「臨床科学』27(10)

1417-1424

｢医療今昔物語一学説・診療の変遷-46．腸炎ビブリオ」藤

野恒三郎『臨床科学」27(11)1575-1584

｢医療今昔物語一学説･診療の変遷-47．熱帯病」佐々学「臨

床科学」27(12)1723-1730

然「労働衛生ジャーナル』(190)4

｢気管支喘息の歴史疾患・病因の概念と治療の変遷につい

て」高橋昭三『医学のあゆみ』159(9)533-535

｢肺病・サナトリウム・転地療養一結核の比較文化史一」福

田眞人『名古屋大学言語文化部言語文化論集』8(1)1-53

｢横浜における疫病の変遷」星野重二『横浜医学」42(4)365

-373

｢日本らい史(61)最終回」山本俊一『多磨』(2月)2-6

｢めまいそのメカニズムと臨床医学史」渡辺勇『内科」

68(3)407-411

｢医療今昔物語一学説･診療の変遷-37．珪肺」三浦豊彦「臨

床科学」27(1)119-125

｢医療今昔物語一学説･診療の変遷-38．植皮術｣星栄一『臨

床科学』27(2)239-247

｢医療今昔物語一学説・診療の変遷-39．高脂血症」山本章

「臨床科学」27(3)378-390

｢医療今昔物語一学説･診療の変遷-40．アルツハイマー病」

西村健『臨床科学」27(4)523-527

｢医療今昔物語一学説・診療の変遷-41.うつ病」岡田靖雄

「臨床科学」27(5)642-648

｢医療今昔物語一学説･診療の変遷-42.骨髄腫(myeloma)」

蒲原宏「臨床科学』27(6)771-782

｢医療今昔物語一学説･診療の変遷-43．虫垂炎」古川明『臨

床科学」27(7)901-909

24耳鼻咽喉科史

「古典あれこれA.G.Bellと耳鼻咽喉科」貝塚ｲ光「Johns」

7(2)254-257

「古典あれこれ耳小骨はいつから三つになったのか」廣瀬

肇『Johns｣7(4)506-508

「古典あれこれフリースの説」堀内正敏「Johns｣7(8)1102

-1103

「古典あれこれAmbroisePareと耳鼻咽喉科学」犬山征夫

『Johnsj7(10)1364-1366

（
ト
ｍ
『
）

2 5種痘史

「米沢藩北条郷における安政二年の種痘実施一『諸事記録』

より(抄)」舩山道隆「日本医史学雑誌』37(2)232-233

中
国
寺



｢桑田立斎の上申書について」正橋剛二、篠原治道『医潭」

(60)3627-3632

27書簡

｢EinOstindianischesSendschreiben-AndreanCleyers

BriefanSebastianScheffervom20.Dezemberl6831

WolfgangMichel『独仏文学研究」(41)15-98

④
函
寺

26獣医学史

「G.ラモンの生い立ちとその業績(抄)」海老沢功『日本獣医

史学雑誌」（27)5-8

「日本大学獣医学科のあゆみ(抄)」桑原志都夫「日本獣医史

学雑誌」（27)44-45

「江戸期における牛病治療の資料的研究(抄)」島田謙造「日

本獣医史学雑誌』（27)46-49

「馬経大全の書誌学的研究(その二)和版「新刻針書参補馬経

大全』の実験的復刻」白水完児「日本獣医史学雑誌』（27）

9－17

「『及彼』（豚解剖書)の研究について(抄)」末田尚『日本医史

学雑誌」37(2)214-216

「｢奥の細道』馬の尿考」中井薫『日本獣医史学雑誌』(27)18

－25

「｢隼人の狗吠について』（続)」中井薫「日本獣医史学雑誌」

（27)36-43

「『牛馬問』は獣医書ではない(抄)」中井薫「日本獣医史学雑

誌」（27)50-51

「日本に齢ける牛の第一冑切開手術について－付．牛の創傷

性心嚢炎の治療手術一｣宮沢正憲『日本獣医史学雑誌』（27）

26-35

28書誌学

「池田文書の研究(五)」池田文書研究会『日本医史学雑誌」

37(3)431-443

「池田文書の研究(六)」池田文書研究会『日本医史学雑誌」

37(4)625-647

「｢リテイカ」－解説と全訳一(｢オルフェウスの鉱石讃歌」と

して知られる神秘的ギリシア詩の紹介)」小林晶子「明治薬

科大学研究紀要」（21)1-61

「『筈心方」－日本現存最古医書1．『害心方」之撰述」杉

立義一「JoumalofChineseMedicine｣2(1)20-28

「青木昆陽より徳川幕府への提出書物一『大岡越前守忠相日

記』より－」向井晃「東海大学紀要課程資格教育センター』

(1)19-29

「澳国船JosephundTheresia号船医の航海日誌より」安田

純一「医謹」(61)3681-3686

（
、
師
［
）

29小児科史

「東大病院小児科に齢ける人工呼吸管理の歴史と医療観の変

遷(会議録)」阿部知子、他『脳と発達』23(Suppl.)173



30神経学史

「神経内科で扱う疾患神経内科の歴史と神経内科で扱う疾

患」荒木淑郎『プレインナーシング」7(6)467-473

「メニンジオーマの基礎メニンジオーマ治療の歴史」古和

田正悦『ClinicalNeuroscience｣9(3)250-251

「神経伝達物質の研究史(5)レヴィー・キャノン・デールの世

界」佐野豊『ミクロスコピア」8(1)198-203

「神経伝達物質の研究史(6)新たな旗手フォン･オイラーを

迎えて」佐野豊『ミクロスコピア」8(4)240-245

｢『小児全書」(1857年刊)について」石田純郎「岡山県小児科

医会会報」(12)17-24

｢育児を考える岩手県における乳幼児保育の歴史」畠山富

而『日本小児科医科会報」(6)62-68

｢新生児医療のあゆみ(第6話)レスピレーターの歴史」馬場

一雄「NICU｣4(1)54-56

｢｢真斎謨筆』の小児門について(抄)」広田曄子「日本医史学

雑誌」37(2)219-221

｢子どもと医史学27アレルギーその3」深瀬泰旦「教育

医事新聞」（77)14

｢子どもと医史学28-3020世紀初頭ウインの小児科学(1)

～（3）」深瀬泰且『教育医事新聞』(79)16,(80)16,(81)

17

｢子どもと医史学31血液型の発見」深瀬泰旦「教育医事新

聞」（82)18

｢子どもと医史学32新生児溶血症」深瀬泰旦「教育医事新

聞」（83)14

｢子どもと医史学33核黄疸の予防その1」深瀬泰且『教

育医事新聞』(86)16

｢子どもと医史学34核黄疸の予防その2」深瀬泰旦『教

育医事新聞』（87)13

｢子どもと医史学35体質性黄疸（1）」深瀬泰且『教育医事

新聞』（88)11

31診断学史

「大腸内視鏡検査の歴史と最新の進歩」田島強｢Therapeutic

Research｣2(2)275-282

（
つ
め
［
）

32整形外科史

「手手術のアメリカ学会、その歴史、目的、及び組織(抄･英

文)｣MilfordLeeW.「日本の手の外科学会雑誌」7(5)917

-921

「整形外科を育てた人達(89)岩原寅猪教授(1901-1988)｣天児

民和「臨床整形外科」26(1)49-52

「整形外科を育てた人達(90)SilasWeirMitchell(1829-

1914)」天児民和『臨床整形外科』26(2)185-187

「整形外科を育てた人達(91)島啓吾教授(1911-1974)｣天児民

和「臨床整形外科」26(3)279-281

匡
国
寺



33精神医学史

「ラテンアメリカ精神分析運動の歴史と現状」井上カーレン

果子「精神分析研究』35(2)150-158

「コンサルテーション・リエゾン精神医学日本における歴

史と現状」春日武彦、黒沢尚『精神科MOOKj(27)15-20

「こころの科学を創った人びと(4)アドラー早期回想と夢解釈

によるライフスタイル診断の確立」中河原通夫「こころの

科学』(36)109-115

「こころの科学を創った人びと(3)クレペリン精神病像のたゆ

まぬ探求とその分類の定礎者」西丸四方『こころの科学』

(35)117-123

「コンサルテーション・リエゾン精神医学米国における歴

史と現状」保坂隆『精神科MOOKj(27)8-14

「精神科看護史の諸問題」岡田靖雄『日本医史学雑誌』37(3)

321-347

「過去45年間の一精神病院における入院患者の死亡率およ

び死因について(抄)」小池清廉「日本医史学雑誌j37(2)302

-303

「｢精神病理学j雑感」濱中淑彦「精神医学」33(10)1038-1039

「モーズリー:Insanizy(1872年)(部分)」『呉秀三先生記念精

神科医療史資料通信』(21)1-8

「千鶴斎先生「苛方秘録」(1830年)より『狐付たるを落

とすにj｣『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信』(21)9-10

「中神琴渓「牛牛蛍医謹」より（完結)」「呉秀三先生記念精神

｢整形外科を育てた人達(92)RobertMerleD'Aubigne(1900

-1989)」天児民和「臨床整形外科』26(5)647-649

｢整形外科を育てた人達(93)東陽一教授(1897-1990)｣天児

民和「臨床整形外科」26(6)769-771

｢整形外科を育てた人達(94)JohnHaddyJames(1788-

1860)」天児民和『臨床整形外科」26(7)837-839

｢整形外科を育てた人達(95)JohnCharnleg(1911-1982)」天

児民和『臨床整形外科」26(8)948-950

｢整形外科を育てた人達(96)MaxzurVerth(1847-1941)」天

児民和『臨床整形外科』26(9)1039-1041

｢整形外科を育てた人達(97)RobertKienboeck(1871-1953)」

天児民和「臨床整形外科」26(10)1196-1198

｢整形外科を育てた人達(98)MichaelLivingoodMason

(1895-1963)」天児民和「臨床整形外科」26(11)1286-1288

｢整形外科を育てた人達(99)AlfredBaringGarrod(1819-

1907)」天児民和『臨床整形外科」26(12)1376-1378

｢創外固定の歴史、種類、特長および適応」井上四郎「整形

外科別冊』（19)2-6

｢人工関節の歴史」奥村信二「理学療法」8(1)5-14

｢初期変形性股関節症の治療初期変形性股関節症の手術的

治療の歴史｣二ノ宮節夫｢整形･災害外科』34(10)1275-1280

｢腰椎部のinstrumentationの歴史と動向｣渡辺秀男｢整形外

科別冊」（20)2-5

⑭
画
一

（
つ
寸
胃
）



科医療史資料通信」(21)11-16

｢緒方洪蓄訳「扶氏経験遺訓より」（完結)」「呉秀三先生記念

精神科医療史資料通信」(21)17-23

｢佐々木政吉『髪裁症三患者ノ報道』（完結)」「呉秀三先生記

念精神科医療史資料通信」（21)24-34

｢『保健衛生調査会第一回報告書』より（完結)」『呉秀三先生

記念精神科医療史資料通信』（21)35-36

｢｢現代日本朝日人物辞典」をみる」『呉秀三先生記念精神科

医療史資料通信」(21)37

｢主張「生存権の否定」にいかに抗すべきか」吉岡真二『呉

秀三先生記念精神科医療史資料通信」（21)38

｢生活療法の回想一小林八郎先生にうかがう－｣｢呉秀三先生

記念精神科医療史資料通信」（21)別冊

｢様筋通丸湯中風不発用心薬中風御様之妙薬広告文」

『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信』（22)1-7

｢榊俶『精神病患者ノ書類集』（その1)」『呉秀三先生記念精

神科医療史資料通信』(22)8-15

｢川村貞四郎『精神病者ノ取扱』(1926)(その1)」「呉秀三先

生記念精神科医療史資料通信』(22)16-22

｢救治会パムフレツト『精神病に関する常識及精神病入院の

手引」(1932)(その1)」「呉秀三先生記念精神科医療史資料

通信」（22)23-29

｢精神厚生会会報第2号(1947)(1)」『呉秀三先生記念精神

科医療史資料通信」(22)30-32

｢主張国の精神科医療政策は正義に反する」吉岡真二『呉

秀三先生記念精神科医療史資料通信」（22)38-40

｢社会精神医学と私一加藤正明先生にうかｶｵう」『呉秀三先生

記念精神科医療史資料通信』（22)別冊

｢発狂小説、精神論一」新宮誠二「呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信」(23)1-3

｢精神病患者の書類集(二)」榊俶『呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信』(23)4-12

｢血液ノ類属的構造二就テ」原來復、小林榮『呉秀三先生記

念精神科医療史資料通信」（23)13-15

｢精神病者ノ取扱(二)」川村貞四郎『呉秀三先生記念精神科

医療史資料通信』(23)16-25

｢救治会パムフレット「精神病に関する常識及精神病入院の

手引」（その2）」『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信』

（23)26-33

｢精神厚生会会報第2号(完)」｢呉秀三先生記念精神科医療

史資料通信』（23)34-36

｢南孝夫先生松ケ岡保養院･東京都精神衛生課のことなど」

『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信』（23)別冊

（
『
マ
［
）

35西洋医学史

「ヨーロッパの医史学の現況について」石田純郎『日本医史

学雑誌』37(4)591-609

「クワック(QuaCk)とは何か？－オランダ連邦共和国時代の

、
函
守



38地方史

「幕末維新期の富山藩医学史」赤祖父一知「医證』(61)3647

-3655

「福山藩の医人たち(続)」江川好雄『広島医学｣44(4)677-680

「医人伝福山藩の医人たち」江川義雄『広島医学』44(2)350

-356

「福山藩医学校並びに同仁病院と医人たち(抄)｣江川義雄｢日

本医史学雑誌」37(2)234-236

「近代医学と横浜近代医学の流れを中心にして」大滝紀雄

『横浜医学」42(2)177-181

「｢福岡藩奥御番医亀鑑』について(抄)」木下勤『日本医史学

雑誌」37(2)223-225

「豊橋地方の種痘史」竹内孝一「現代医学」38(3)595-602

「横浜医史雑話(抄)」中西淳朗『神奈川医学会雑誌｣18(1)142

「医の資料館(4)三重濟世録と折肱録･本居宣長記念館」西

来武治「MedicalNews｣(316)14-17

「医の資料館(5)茨城河口信任の『解屍編』・古河歴史博物

館」西来武治「MedicalNews｣(317)14-17

「医の資料館(6)東京麦飯男爵･高木兼寛史料室」西来武治

『MedicalNews｣(318)15-18

「医の資料館(7)福島人類のために生き､人類のために死す

野口英世記念館」西来武治『MedicalNewsj(319)14-17

「医の資料館(8)富山先用後利･富山の売薬資料館」西来武

治「MedicalNewsj(320)14-17

巡回医療職について」石田純郎、フランク･ハウスマン『医

諄」（61)3671-3679

｢オランダ医学史の旅からII『小さな巨人」の業績」岩崎

次郎「月刊保団連」(365)50-54

｢ギリシャ医学からアラビア医学へシリア・ヘレニズム」

加藤静雄「医学の門」31(1)44-47

｢ギリシャ医学からアラビア医学へ(6)アラビア･ルネッサン

ス(8～9世紀)」加藤静雄「医学の門」31(2)92-96

｢ギリシャ医学からアラビア医学へ(7)アラビア･ルネッサン

ス(10～12世紀)」加藤静雄「医学の門』31(3)156-160

｢ギリシャ文明の誕生(22)アラビア医学から西洋医学へ(5)12

世紀ルネッサンス」加藤静雄『医学の門」31(4)245-249

｢ギリシャ文明の誕生(23)アラビア医学から西洋医学へ医

学校、大学の役割」加藤静雄『医学の門」31(5)308-312

｢十三世紀南イタリア(シチリア王国)の医療法(一)－(二)」

宗田一「科学医学資料研究」(205,206)9-11,12-14

「イギリスの医学雑誌の盛衰-1830．40年代のロンドン医学

（二)－」松下正明『科学医学資料研究」(209)8-12

つ
め
寸

（
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寺
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36生化学史

「ビタミンD研究の歴史その発見から臨床応用まで」須田

立雄『腎と透析』30(6)841-846



｢因伯の蘭学事始」森納『鳥取県医師会報』（435-438)33-34,

25-27,42-44,56-60

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その39)」森重孝「鹿児島

市医報」30(2)50-52

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その40)」森重孝「鹿児島

市医報」30(3)28-30

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その41)」森重孝『鹿児島

市医報』30(5)40-42

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その42)」森重孝「鹿児島

市医報」30(6)31-34

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その43)」森重孝「鹿児島

市医報』30(9)45-47

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その44)」森重孝『鹿児島

市医報」30(10)68-71

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その45)」森重孝『鹿児島

市医報』30(11)49-50

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その46)」森重孝『鹿児島

市医報」30(12)71-74

｢尾張藩領の産物帳について」山本祐子『慾斎研究会だより』

（55)2-9

｢地域の医史学(1)『地域の医学史」研究序説」松木明知『日

本医史学雑誌』37(4)477-492

｢地域の医史学(1)京都における医史学研究史（1）｣杉立義一

「日本医史学雑誌』37(4)493-511

｢地域の医史学(1)因伯における牛痘接種の初め」森納『日本

医史学雑誌」37(4)513-533

｢地域の医史学(1)肥後の医育教育と村井家」浜田善利「日本

医史学雑誌」37(4)535-566

｢地域の医史学(1)坪井芳洲と薩摩藩」泉彪之助「日本医史学

雑誌」37(4)567-582

｢地域の医史学(1)南遠地域の医の近代化の拠点としての玄聖

講」舟木茂夫『日本医史学雑誌』37(4)583-590

39治療史

「作業療法の定着に何が必要か米国における75年の歴史が

教えてくれるもの(抄)｣KielkofnerGaryWayne『作業療

法」10(2)46

「生活技能訓練(socialskillstraining)の歴史と我が国に齢け

る現状」池淵恵美、安西信雄『作業療法ジャーナル』25(5)

324-329

「治療の歴史心理療法｣池見酉次郎｢治療学j25(7)849-852

「再生不良性貧血の治療の歴史と今後の展望」浦部昌夫『治

療学』25(12)1537-1539

「高気圧酸素治療の歴史過去・現在・未来」浦山博「新医

療」18(5)116-119

「新しい抗精神病薬の使用をめぐって抗精神病薬の開発と

治療の歴史」風祭元『新薬と治療」41(4)2-3

「病名｡､病状を伝える終末医療における真実告知理念・歴

（
ｍ
寺
『
）

胃
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史・問題点」木村利人「ターミナルケア』1(1)881-886

｢周産期医療の過去・現在・未来人口肺サーファクタン卜

補充療法開発の歴史と今後の展望」河野寿夫『周産期医

学」21(1)111-114

｢移植免疫歴史の現状､将来｣小林英司､鎌田直司｢BIOTH-

ERAPYj5(9)1521-1530

｢緑膿菌ワクチンの歴史と現状」滝上正旧本臨床』49(10)

2410-2415

｢臨床工学技士の誕生歴史・法律･現状」中野恵「Clinical

Engineering｣2(7)386-388

｢化学療法を支えた人々カスガマイシン」浜田雅、岡見吉

郎『化学療法の領域」7(10)1980-1983

｢日本におけるペインクリニックの発展」兵頭正義「東洋医

学とペインクリニック」21(1-2)16-26

｢離島『巡回』診療における患者とのかかわりで見る18年の

実践の歴史から(会議録)」前田盛えりこ他4名「病院・地

域精神医学会総会34回抄録集」170

｢治療の歴史閉塞性動脈硬化症の治療」三島好雄『治療学」

25(1)129-132

｢細菌の薬剤耐性歴史､発生遺伝学及び生化学(会議録)(英

文)｣MitSuhashiSuSumu「日本鼻科学会会誌」30(1)34

｢密封小線源治療の歴史と展望」森田晧三『日本医事新報」

(3506)13-18

｢治療の歴史肝炎ワクチンの開発｣森次保雄｢治療学j25(8)

977-980

｢消化性潰瘍の胄散分泌抑制剤の見直し潰瘍剤の開発の歴

史と現状」安浦義曜、西元寺克礼『医薬ジャーナル」27(8)

1690-1696

｢プロスタグランジン製剤プロスタグランジン研究の歴史」

山本尚三『クリニカ」18(6)261-265

函
的
寸

4 0伝記

「アヴィセンナ医学の歌[5]」志田信男「伝承と医学」(5)4-

14

「アヴイセンナ医学の歌[6]」志田信男『伝承と医学』(6)4-

13

「伝記『青木周弼｣の補訂｣田中助一『日本医史学雑誌｣37(2)

191-193

「反骨精神の徒赤尾酔仙翁について(抄)」長谷川俊夫『日本

歯科医史学会々 誌」17(3)206-207

「歴史閑話明治期漢方医学最後の巨頭浅田宗伯」深瀬泰

旦「MEDICj26(11)表紙

「足利義満と流行病」中島陽一郎「薬の知識」42(8)16-17

「慾斎『医説」の再考」遠藤正治「慾斎研究会だより」（52）

2－6

「嘉永期の飯沼慾斎I」遠藤正治「慾斎研究会だより』（54）

2－6

「高富藩士伴家宛の慾斎書簡Ⅵ」遠藤正治「慾斎研究会だよ

（
守
寺
［
）



り』（54)7

｢飯沼慾斎「林氏訳稿」断片の検討（1）」松田情「慾斎研究

会だより」（53)1-9

｢宇田川榛斎(玄真)病状記とその1年」幸田正孝、下山純正

「洋学資料による日本文化史の研究」(W)99-133

｢椿庵と化学：気の化学的解釈一化学元素命名の背景を探る

一考察一」柴田和子「洋学資料による日本文化史の研究」

(W)135-147

｢宇田川椿庵の『スプレンゲル語彙」について」高橋輝和『洋

学資料による日本文化史の研究』(W)149-172

｢オランダの社会福祉協会(共益社)と宇田川椿蓄(その4）」

幸田正孝『津山洋学資料館友の会だより」(18)4-5

｢緒方洪庵の西洋医学知識のヨーロッパにおける学統につい

て｣石田純郎｢洋学資料による日本文化史の研究｣(W)21-39

｢緒方洪庵の短歌の考察」大友信一「洋学資料による日本文

化史の研究」（Ⅳ)41-59

｢歴史閑話わが国で人痘接種法を成功させた緒方春朔」

深瀬泰且『MEDIC｣26(2)表紙

｢小野玄入について(抄)」本山佐太郎『日本歯科医史学会々

誌』17(4)251

｢カスパル・シャムベルゲルの「弔辞」について」ヴォルフ

ガング・ミヒェル『日本医史学雑誌」37(4)615-623

｢名医列伝華岡青洲が目標にした名外科医華佗」蔵方宏

昌『ばんぶう』(119)178-179

｢桂川甫筑と御蔵島(抄)」新藤恵久『日本医史学雑誌j37(2)

210-211

｢先達医家の肖像<39>SantiagoRamonyCajal(1852-

1934)」酒井シヅ『MEDICALDIGEST｣(315)表3

｢楠本・米山家資料にみる楠本いねの足跡」福井英俊『鳴滝

紀要」（創刊号)261-277

｢蘭癖大名朽木昌綱伝余滴」沼田次郎『日本歴史』(512)107

-109

｢江戸坪井塾時代の黒川良安について(抄)」津田進三『北陸

医史』12(1)56-61

｢黒川良安先生共訳の『医理学源』の序文」正橋剛二、篠原

治道『故)松田健史「北陸医史」12(1)45-53

｢黒川良安に関する資料集成」寺畑喜朔、津田進三「北陸医

史」12(1)73-80

｢黒川良安に関する新知見(一)(抄)」多留淳文『北陸医史』

12(1)41-44

｢黒川良安の履歴について(抄)」高瀬重雄『北陸医史』12(1)

8-10

｢,『北陸医史j第十二巻第一号誌の発刊に寄せて黒川良安(自

然)先生伝研究のアプローチ」加藤豊明「北陸医史jl2(1)

1－7

｢ケルスス『医学論」［翻訳］（5）」石渡隆司「医事学研究」

(5)149-170

｢AlgemeineWelthistorie中の「日本国史」における医学上

（
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岡達夫『東洋薬事報」32(7)24-26

｢し－ぽると雑記帳52三国干渉への批判」吉岡達夫「東洋

薬事報」32(8)24-26

｢し－ぽると雑記帳53日本の冷たい仕打アレキサンダー逝

去」吉岡達夫『東洋薬事報」32(9)24-26

｢し一ぽると雑記帳54し一ぼるとの知人間宮林蔵(1)」吉

岡達夫『東洋薬事報』32(10)24-26

｢し－ぽると雑記帳55し－ぽるとの知人間宮林蔵(II)」吉

岡達夫「東洋薬事報」32(11)24-26

｢し－ぽると雑記帳56し－ぼるとの知人間宮林蔵(111)」吉

岡達夫「東洋薬事報」32(12)24-26

｢し一ぽると雑記帳57し－ぼるとの知人間宮林蔵(Ⅳ)」吉

岡達夫「東洋薬事報』33(1)24-26

｢し一ぽると雑記帳58し－ぽるとの知人間宮林蔵(V)」吉

岡達夫『東洋薬事報』33(2)24-26

｢し－ぽると雑記帳59し－ぼるとの知人間宮林蔵(Ⅵ)」吉

岡達夫『東洋薬事報j33(3)24-26

｢ハインリッヒ・フォン・シーボルト」クライナー・ヨーゼ

フ『鳴滝紀要』（創刊号)202-236

｢E.Jennerの著作の書誌学とその経年的追跡(抄)｣塩津二郎、

森山徳長、奥田克爾、高添一郎『日本歯科医史学会々誌』

17(3)214-215

｢四方文吉と著書(抄)」谷津三雄、落合俊輔、滝口久、新国

俊彦『日本歯科医史学会々 誌」17(4)245-246

の記述一ケンプェル「日本史」との比較一」安田純一『医

證』（61)3639-3646

｢名医列伝日本を客観的に伝えた最初の西洋人ケンペル」

蔵方宏昌「ばんぶう』(121)186-187

｢かつて慈恵に在学した興味ある人物(その二)”脚気菌”に

想かれた小久保恵作」松田誠「東京慈恵会医科大学雑誌」

106(4)723-732

｢歴史閑話日本の外科を欧米の水準に引き上げた近藤次

繁」深瀬泰旦「MEDIC｣26(4)表紙

｢佐伯理一郎･再論(抄)」長門谷洋治「日本医史学雑誌』37(2)

276-278

｢佐伯理一郎と京都(三)－第十回日本医学会総会・他一」長

門谷洋治『啓迪」(9)20-24

｢Ph.Fr.フォン・シーポルト晩年の書翰(1)」石山禎一『鳴

滝紀要」（創刊号)111-142

｢シーポルトの日誌「漁村小瀬戸への調査の旅(草稿)」につ

いて」宮坂正英『鳴滝紀要』（創刊号)143-162

｢し－ぽると雑記帳48補遺(5)イギリス公使館の若者(V)新政

府制度を進言」吉岡達夫「東洋薬事報』32(4)24-26

｢し－ぽると雑記帳49補遺(6)イギリス公使館の若者(Ⅵ)伊

藤博文を援助する」吉岡達夫「東洋薬事報」32(5)24-26

｢し一ぽると雑記帳50鳴滝回想・条約改訂」吉岡達夫『東

洋薬事報」32(6)24-26

｢し一ぽると雑記帳51父の伝記を執筆。若き妻を亡くす」吉

寸
師
》
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｢シドニ・リンガーと治療学(抄)」栗本宗治「日本医史学雑

誌』37(2)243-245

｢島邨俊一小伝一悲運の精神病学者一(抄)」岡田靖雄「日本

医史学雑誌』37(2)236-238

｢島村鼎甫一その業績と記録一」津下健哉「日本医史学雑誌』

37(2)286-288

｢下平用彩(1863-1924)－その生涯と業續－」長門谷洋治『北

陸医史』12(1)34-39

｢米医D.B.シモンズ(II)－福沢諭吉の書簡よりみたるアメリ

カにおけるドクトル・シモンズ」荒井保男「日本医史学雑

誌』37(3)365-390

「ドクトル・シモンズから市大医学部の草創まで(会議録)」

荒井保男「横浜医学」42(2)181-187

｢歴史閑話尿蛋白定量法を開発した末吉雄治」深瀬泰旦

『MEDICj26(10)表紙

｢聖賢･丹波康頼像について(その1）本拠地をめぐるナゾ(抄)」

北出利勝他4名「全日本鍼灸学会雑誌」41(1)48

｢名医列伝漢方の方剤学を集大成孫思迩」蔵方宏昌『ば

んぶう」(120)166-167

｢高峰讓吉博士のお墓と略歴(抄)｣中村俊雄『北陸医史｣12(1)

19-23

｢名医列伝古医書の復刻に尽した考証学者多紀元堅」蔵

方宏昌『ばんぶう』(116)166-167

｢五百羅漢と館玄龍」館秀夫「北陸医史」12(1)17-18

｢親康家文書について」杉立義一「啓迪」(9)1-5

｢ペニシリンを薬とした人SirChainについて｣松本慶蔵｢化

学療法の領域」7(7)1336-1337

｢坪井信良(旧姓)佐渡良益年譜」加藤豊明「北陸医史jl2(1)

62-72

｢坪井信良(旧姓)佐渡良益年譜(抄)」加藤豊明『北陸医史』

12(1)62-72

｢坪井芳洲と薩摩藩(抄)」泉彪之助「日本医史学雑誌」37(2)

230-231

｢ツンベルクウプサラ紀行｣石田純郎｢医諄｣(60)3633-3637

｢暉峻義等没後二十五年に寄せて(抄)」寺畑喜朔「日本医史

学雑誌』37(2)296-298

｢歴史閑話労働科学生みの親暉峻義等」深瀬泰且

「MEDICj26(7)表紙

｢十束井斎の一面」舟木茂夫『いちわどり』(19)60-67

｢西洋マッサージの開祖長瀬時衡」中山沃「洋学資料による

日本文化史の研究」(W)61-97

｢幕末明治初期における感染症の予防GB.Newtonの業績に

ついて(会議録)」深瀬泰且『横浜医学』42(2)187-190

｢神戸を訪れた野口英世」石原理年『医謹」(61)3663-3670

｢野口英世の師、渡辺鼎の業績(抄)」石原理年『日本医史学

雑誌』37(2)273-275

｢人と時代書きなおされる『女の一生」野口英世の妻メリ

ー」飯沼信子『ミコロスコピア」8(3)160-166

（
ト
寺
「
）

ゆ
め
》



｢名医列伝関西蘭学の創始者橋本宗吉」蔵方宏昌『ばん

ぶう」(115)186-187

｢名医列伝赤十字病院を創設し軍医制度を確立橋本綱

常」蔵方宏昌「ばんぶう』（125)162-163

｢歴史閑話橋本病の発見者橋本策」深瀬泰且『MEDIC」

26(6)表紙

｢名医列伝京都で医学校を造った宮廷医畑黄山」蔵方宏

昌「ばんぶう』(117)170-171

｢名医列伝梅毒の特効薬を発見秦佐八郎」蔵方宏昌「ば

んぶう』(126)134-135

｢名医列伝生物学の偉大な啓蒙家T.H.ハックスリー」蔵

方宏昌「ばんぶう」(124)162-163

｢原志免太郎先生の思い出｣三木栄｢日本医事新報｣(3511)67

｢日本とフランスのアンブロワズ･パレ四百年祭を巡って(抄)」

大村敏郎「日本医史学雑誌』37(2)239-241

｢日本の脳研究者たち平澤興1900-1989年」新見嘉兵衛

『BrainMedical｣3(1)87-90

｢クレメンス・フォン・ピルケー」大島智夫『科学医学資料

研究」(207)1-12

｢郷土広島にみられる富士川瀞の世界」江川義雄『日本医史

学雑誌』37(1)3-15

｢富士川瀞と雑誌」富士川英郎『日本医史学雑誌｣37(1)47-56

｢富士川瀞先生没後50年に寄せて」宗田一『日本医史学雑

誌」37(1)57-58

｢富士川満先生を偲んで」赤松金芳「日本医史学雑誌」37(1)

59

｢富士川浩先生との巡り合い」田中助一『日本医史学雑誌』

37(1)60-61

｢富士川満先生、私への教え、思い出」三木栄『日本医史学

雑誌」37(1)62-63

｢富士川満先生を想う」山形敞一『日本医史学雑誌』37(1)64

｢特集富士川瀞先生没後50年富士川満先生の言葉」赤松

金芳『安佐医師会会報』（59)7-17

｢特集富士川瀞先生没後50年VitabrevisArslonga」桐

原慈孝「安佐医師会会報』(59)18-19

｢特集富士川瀞先生没後50年富士川瀞先生と郷土愛」下

野岩太「安佐医師会会報』(59)20-21

｢特集富士川勝先生没後50年富士川勝先生没後五十年に

寄せて」酒井シヅ「安佐医師会会報』（59)22-27

｢特集富士川瀞先生没後50年富士川瀞の交遊関係」江川

義雄『安佐医師会会報」（59)28-33

｢特集富士川瀞先生没後50年富士川満先生と山県医人」

末田尚「安佐医師会会報」（59)34-35

｢特集富士川瀞先生没後50年富士川瀞先生の「ことば｣」

藤井和夫「安佐医師会会報j(59)36-37

｢特集富士川満先生没後50年8ミリ映画「富士川瀞｣作成

にあたって」沖野宏敬『安佐医師会会報』(59)38-40

｢特集、富士川瀞先生没後50年『富士川満先生没後50年
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｢高比重液による脊椎麻酔の先駆者朴蘭秀の生涯(抄)」松木

明知『日本医史学雑誌」37(2)285

｢ポンペ・ファン・メールデルフォールト」大滝紀雄「科学

医学資料研究」(200)8-12

｢曲直瀬道三の『薬性能毒』について(抄)」宗田一「日本医

史学雑誌」37(2)201-203

｢女医マリーエリザベス・ザクルゼスガに関する年表」岡山

寧子、依田和美｢大阪府立看護短期大学紀要』13(1)105-110

｢名医列伝考証派医学の先駆者目黒道琢」蔵方宏昌「ば

んぶう』(122)144-145

｢モーニッケ種痘の直弟子長崎の町医師柴田方庵」井下

田純「埼玉県医師会誌」(490)38-49

｢鴎外のドレスデン時代の逸文」小関恒雄「日本医事新報』

(3519)59-61

｢丸山ワクチンと脚気論争一森鴎外の『医療犯罪1－」志田

信男『伝承と医学」(6)29-38

｢山村楳次郎小伝(第1報)(抄)」長谷川正康「日本歯科医史学

会々 誌』17(3)205-206

｢名医列伝世界に先駆け『脈無し病』を報告山本鹿洲」

蔵方宏昌「ばんぶう』(123)170-171

｢再説胄腸病院湯川玄洋」長門谷洋治「日本医事新報j

(3481)117-118

｢鍼灸老舗の人々15-20その三一吉田多市一③－⑧」上地

栄「医道の日本」50(7-12)135-140,136-140,135-139,137-

記念会』東京で開催される」桑原正彦「安佐医師会会報』

(59)41-44

｢特集富士川瀞先生没後50年富士川瀞先生について感ず

ること」中川和夫「安佐医師会会報』（59)45-50

｢特集富士川渉先生没後50年富士川勝先生没後50年記

念事業を顧みて」土井達郎『安佐医師会会報』(59)51-53

｢富士川瀞没後五十年の記念会を開催して」酒井シヅ『科学

医学資料研究」(203)1-6

｢先達医家の肖像<36>EdouardBrown-Sequard(1817-

1894)」酒井シヅ『MEDICALDIGESTj(312)表3

｢歴史閑話血液型研究の第一人者古畑種基」深瀬泰且

「MEDIC｣26(5)表紙

｢広瀬旭荘門人「古谷道庵」（抄)」末中哲夫『日本医史学雑

誌」37(2)225-227

｢先達医家の肖像<38>PierrePaulBroca(1824-1880)」酒

井シヅ『MEDICALDIGEST｣(314)表3

｢名医列伝日本で風土的医学研究をした内科医ベルツ」

蔵方宏昌「ばんぶう」(118)166-167

｢ベルッの明治九年の日本奥地旅行」小関恒雄「日本医史学

雑誌」37(3)403-406

｢先達医家の肖像<37>ClaudeBernard(1813-1878)」酒井

シヅ「MEDICALDIGEST｣(313)表3

｢ヘルマン・ブショフの生涯とその業績(抄)」ヴォルフガン

グ・ミヒエル「日本医史学雑誌」37(2)245-247

（
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（創刊号)237-260

｢医心伝診14多紀家の系譜｣みどりの編集部｢みどり』6(2)

20－21

｢長崎家所蔵の医学関係写本目録｣寺畑喜朔『医證」(61)3657

-3662

｢医心伝診13千住の名倉の系譜」みどりの編集部「みどり」

6(1)20-21

｢医心伝診16華岡青洲の系譜伝統の術を独創で実証」み

どりの編集部『みどり』6(4)20-21

｢富士川瀞・呉秀三両先生の間一友情と医学史研究一」岡田

靖雄『日本医史学雑誌」37(1)17-32

｢富士川瀞と土肥慶蔵」長門谷洋治「日本医史学雑誌」37(1)

33－46

｢プランデンシュタイン城の『三人の日本し－ぽると」の遺

産｣ツエツペリン,C.フォン，ブランデンシュタイン｢鳴滝

紀要」（創刊号)52-91

｢プランデンシュタイン家文書(Brandenstein-Archiv)史料」

ウド･バイライス、宮坂正英「鳴滝紀要』（創刊号)163-201

｢かつて慈恵に在学した興味ある人物その3最初の女子学

生・松浦里子と本多鈴子」松田誠『東京慈恵会医科大学雑

誌』106(2)387-396

｢松下見林とその師古林見宜(抄)」岡田安弘「日本医史学雑

誌』37(2)199-200

｢眼科医丸尾興堂の家系(抄)」丸尾馨、奥沢康正「日本医史

142,148-153,138-143

｢Dr・AlbrechtvonRoretzに関するオーストリア国内の文

献について(3)」小形利彦「日本大学山形高等学校･中学校

研究紀要』(15)1-8

｢アルブレヒト・フォン・ローレンツ考(二)第一節形成の土

壌一履修記録一」田中英夫『名古屋大学史紀要』(2)1-24

｢アルブレヒト・フォン・ローレンツ考(三)第二節日本探検

旅行一博物学探検家への志向一」田中英夫『名古屋大学史

紀要」(2)25-88

｢魯迅日記における医療一第二報医療関係者・医療機関一」

泉彪之助「福井県立短期大学研究紀要』(16)1-13
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「絵島･生島事件と御蔵島｣新藤恵久「日本医史学雑誌｣37(3)

391-402

「大沢謙二と大沢岳太郎家の家系｣竹内孝一｢現代医学』39(1)

173-178

「医薬つれづれ抄(3)緒方洪庵とポンペ」藤田孟『くすり博物

館だより』（24)3

「オランダ商館長とし－ぽるとの江戸参府」片桐一男「鳴滝

紀要」（創刊号)92-110

「杉田玄白の絶筆と河口信順」川島恂二「古河市医師会報」

(23)7-10

「関口家ハインリッヒ資料の研究(1)」関口忠志『鳴滝紀要」



｢漢方史探訪34回仏寺と医療」赤堀昭「小太郎漢方

News｣(11.12月号）

｢尾台士超墓碑銘脚注｣荒木ひろし『漢方の臨床』38(5)605

-611

｢｢金陵遺稿』の著者芳野金陵と尾台椿堂」荒木ひろし『漢方

の臨床』38(5)601-604

｢呉茱萸について(抄)」飯渕義久、手塚裕文、湯浅高之、荒

井照夫、飯渕良幸、百瀬深志、西巻明彦、屋代正幸「日本

歯科医史学会々 誌」17(4)266-267

｢是動病と所生病の史的研究(抄)」猪飼祥夫「全日本鍼灸学

会雑誌』41(1)49

｢敦屋文書｢輔行訣臓服用薬法要」と『傷寒論｣」猪飼祥夫｢漢

方の臨床」38(3)336-348

「『類聚方広義』散見その三」笠原栄司「漢方の臨床」38(12)

1453-1455

「『飲膳正要』に関する考察一聚珍異饒を中心として－」加

藤伊都子『日本医史学雑誌』37(2)182-184

「『五雲子先生伝』・『森氏由緒害」翻印」香取俊光「漢方の臨

床』38(10)12331245

｢熊胆ウルソその歴史・現状、そして将来」木谷健一『日本

医事新報』(3491)26-31

「漢方史景39～43カゼ症侯群(6)－(10)」蔵方宏昌『漢方診

療』(50-55)12-13,60-61,10-11,20,13

「現存する『啓迪集』の古紗本について(抄)」小曽戸洋『日

学雑誌」37(2)288-289

｢山口玄洞とその一族先人の業績・続篇一山口左仲・山口寿

一一」江川義雄『医證」(60)3617-3622

｢吉田長淑『駒谷吉田方鑑｣と藺館医レッツケとについて(抄)」

津田進三『日本医史学雑誌」37(2)208-210

｢魯迅の医師たち」泉彪之助「しにか』2(9)39-43

｢ワグネルと島津源蔵(抄)」下総高次「日本歯科医史学会々

誌」17(4)25-276

42伝染病史・防疫史

「EXPERIMENTVERSUSTRADITIONPompevon

Meerdel-voort-OgataKoanandthemedicaltreatment

ofAsiaticcholera｣Bevkers.Harm『洋学資料による日

本文化史の研究Ⅳ(吉備洋学資料研究会)I(4)3-20

「インフルエンザのすべてインフルエンザの歴史」清水一

史『化学療法の領域』7(10)1879-1886

（
［
ぬ
［
）

43東洋医学史

「ギリシャから現代までの西洋医学と比較したインド医,学の

特徴」MEULENBELD,GerritJan矢野道雄『科学医

学資料研究」(210)1-12

「ギリシャから現代までの西洋医学と比較したインド医学の

特徴(承前)｣MEULENBELD,GerritJan,矢野道雄

『科学医学資料研究」（211)1-7

ｍ
、
『



本医史学雑誌j37(2)197-199

｢目でみる漢方史料館(37)尾台椿堂の「学思斎存槁』と「閑

窓筆録j」小曽戸洋『漢方の臨床』38(3)300-302

｢目でみる漢方史料館(39)尾台椿堂の手沢本」小曽戸洋「漢

方の臨床」38(5)532-534

｢目でみる漢方史料館(40)国宝仁和寺『黄帝内経太素｣」小曽

戸洋「漢方の臨床』38(6)668-670

｢目でみる漢方史料館(42)元･大徳本「聖済総録｣」小曽戸洋

「漢方の臨床j38(8)924-926

｢目でみる漢方史料館(43)道三遺愛の「玉機微義｣」小曽戸洋

『漢方の臨床』38(9)1052-1054

｢目でみる漢方史料館(44)玄朔の刊行した「玉機微義』」小曽

戸洋「漢方の臨床」38(10)1180-1182

｢目でみる漢方史料館(45)片倉鶴陵の自筆草稿類」小曽戸洋

「漢方の臨床」38(11)1288-1290

｢目でみる漢方史料館(46)和田東郭の遺墨」小曽戸洋『漢方

の臨床』38(12)1392-1394

｢森家伝来史料の翻印にあたって」小曽戸洋『漢方の臨床」

38(10)1228-1232

｢和刻本漢籍医書総合年表一書名索引一」小曽戸洋『日本医

史学雑誌』37(3)407-415

｢新出の国宝仁和寺本『医心方」零葉一巻十九第五十九葉

一」小曽戸洋、杉立義一「日本医史学雑誌」37(1)74-78

｢目でみる漢方史料館(36)浅井図南の墨竹画」小曽戸洋、矢

数道明「漢方の臨床』38(1)1-4

「『医心方』所引の「延寿赤書』について(抄)」坂出祥伸『日

本医史学雑誌』37(2)193-196

「｢導引口訣紗』にみる病伝の文献的解釈について(抄)」坂本

秀治、市川太郎『日本医史学雑誌』37(2)250-252

｢主として卒死、卒'|午、鬼撃、卒魔、鬼魅、猫鬼、などにつ

いて(その一）「郷薬集成方」第五十三巻より」杉山広重『漢

方の臨床」38(12)1438-1443

｢中国医学における経絡経穴の変遷(抄)」高島文一「日本医

史学雑誌』37(2)167-172

｢生きている伝統医学一東アジアの現状一」津谷喜一郎「国

際交流』（56)59-66

｢ボストン伝統医学十景<序幕>」津谷喜一郎『漢方の臨床』

38(6)739-745

｢ボストン伝統医学十景<第二幕>｣津谷喜一郎｢漢方の臨床』

38(7)869-875

｢ボストン伝統医学十景〈第三幕>｣津谷喜一郎『漢方の臨床」

38(8)990-996

｢ボストン伝統医学十景<終幕>」津谷喜一郎「漢方の臨床』

38(9)1122-1131

｢江戸期における中国医学の受容鍼灸関係舶載書と復刻書

（会議録)」友部和弘「日本東洋医学雑誌』42(1)93

｢療術としての按腹(腹とり）の歴史(抄)」中村昭「日本医史

学雑誌」37(2)187-189

つ
寺
寸

（
園
山
『
）



｢奥田鳳作の腹診害(下)」横田観風『漢方の臨床』38(10)1216

-1223

｢中国医学と道教(XI金瓶梅から)(抄)」吉元昭治『日本医

史学雑誌」37(2)185-187

｢嘉永七年尾台椿堂の住居図(口絵)」「漢方の臨床」38(2)

137-138

｢尾台椿堂没後百二十年祭(写真)」『漢方の臨床」38(2)140-

150

｢特別座談会尾台椿堂翁を語る」矢数道明、藤平健、川田

貞夫、小曽戸洋、大塚恭男(司会）『漢方の臨床」38(2)155

－178

｢尾台椿堂略年譜」『漢方の臨床」38(2)179

｢椿堂尾台先生の著書について」長谷川弥人『漢方の臨床」

38(2)180-186

｢臨床医としての尾台椿堂先生｣松本一男｢漢方の臨床』38(2)

187-195

｢尾台椿堂の喉庫針について」田村靖子『漢方の臨床」38(2)

196-204

｢尾台椿堂墨跡の解説｣小曽戸洋『漢方の臨床｣38(2)205-209

｢尾台椿堂の漢誌」横田観風「漢方の臨床」38(2)210-220

｢尾台椿堂の著書を入手するには」『漢方の臨床」38(2)229-

231

｢原南陽「険証百間」答評」西岡一夫『漢方の臨床」38(11）

1296-1307

｢療治十九方と腹診について(抄)」西巻明彦、新藤恵久『日

本歯科医史学会々誌」17(4)267

｢北京の中医学の現状について(抄)」別部智司「日本歯科医

史学会々 誌」17(3)191

｢｢医方口訣集」をめぐって」松本一男「漢方の臨床」38(12)

1410-1422

｢｢本草綱目」の伝来と金陵本(抄)」真柳誠「日本医史学雑

誌』37(2)203-205

｢目でみる漢方史料館(38)人参代往古銀」真柳誠「漢方の臨

床』38(4)420-422

｢目でみる漢方史料館(41)薬種切手」真柳誠『漢方の臨床」

38(7)788-790

｢温知荘雑筆戦時中運営されていた「日本医師生薬利用組

合」と組合員名簿」矢数道明『漢方の臨床｣38(3)361-363

｢｢先哲医家名鑑」の再追補録」矢数道明『漢方の臨床」38(4)

464-476

｢南拝山翁と東洋医道会」矢数道明『漢方の臨床｣38(10)1249

-1252

｢曲直瀬道三の医学について(会議録)」矢数道明「日本東洋

医学雑誌』42(1)49-50

｢奥田鳳作の腹診言(上)」横田観風『漢方の臨床」38(9)1086

-1094

（
め
ゆ
目
）

［
マ
マ



44内科史

「多形黄色星状細胞腫(PXA)の歴史、組織学、組織化学、及

び組織球性組織発生(英文)｣PaulusWemer.PeifferJur-

gen『脳腫瘍病理』8(1)67-71

「わが国における胄癌研究の歴史」石川浩一「消化器外科」

14(4)397-410

「本邦における消化管ポリープ研究の歴史と展望」宇都宮讓

二『日本臨床』49(12)2739-2743

「EvolutionofHumanDiseases直立歩行の進化の歴史に新

しい内科学を学ぶ」奥村信一、三品均、奥山洵子『映像情

報Medical｣23(18)1071-1080

「阪大における心身医学研究の歴史」金子仁郎「心身医療』

3(11)1645-1648

「疫学的見地からみた消化性潰瘍の歴史」五ノ井哲朗『消化

性潰瘍臨床と基礎」10(1)23-31

「消化器内視鏡の開発から治療内視鏡への歴史」竹本忠良、

河村奨「綜合臨床」40(10)2257-2258

「新・心をめぐる医学の歴史(25）。（26)ウイリアム・ハーヴ

ェイと心をめぐる医学の発展につくした人びと(2)。（3）」

深瀬泰且「ハートナーシング」4(1,2)30-37,128-131

「血友病の歴史と疫学」福井弘「小児内科』23(2)161-165

「カルチトニンの歴史」藤田拓男『骨・関節・靱帯』4(5)569

-573

「じん肺標準写真の歴史(総説)」細田裕、松本徹、野辺地篇

郎『臨床放射線」36(2)195-203

｢ペプシン発見から現状まで」三木一正「消化性胄潰瘍臨

床と基礎』10(2)124-139

｢消化器病と漢方薬歴史、現在そして未来(会議録)」水野

修一「日本消化器病学会雑誌」88(臨増)1812

｢血小板研究の歴史と展望｣安永幸二郎『InternationalJour-

nalofHematology｣54(Supp1.1)47

｢気道過敏性の歴史」牧野荘平『喘息』4(2)98-100

｢気道過敏性の歴史気道反応性表現の定量化｣牧野荘平｢喘

息」4(3)137-139

函
寺
寸

45（1）皮膚科史

「皮膚科の医史学”皮膚科は内科系か外科系か，，（抄)」大村

敏郎『神奈川医学会雑誌」18(1)142

「皮層疾患のムラージュ－アンケート調査と史的展望一」

長門谷洋治「皮膚病診療jl3(3)248

守

雪
一

45（2）泌尿器科史

「日本泌尿器科臨床史(第1回)泌尿器科はなぜ皮膚科といっし

ょだったか」友吉唯夫「臨床泌尿器科』45(4)344-345

「日本泌尿器科臨床史(第2回)泌尿器科関係学術誌の形成過

程」友吉唯夫『臨床泌尿器科』45(5)434-435

「日本泌尿器科臨床史(第3回)皮膚泌尿器科時代学者の研究

の幅｣､友吉唯夫「臨床泌尿器科」45(7)532-533



47病跡学

「草壁系諸帝の病迩｣稻垣直「日本医史学雑誌』37(2)278-280

「病とその文学一夏目漱石の修善寺大患一」黒沢勉「医事学

研究」(5)91-148

「夏目漱石の胄病とその文学一修善寺の大患を中心として－」

高橋正夫「日本医史学雑誌』37(3)349-363

「夏目漱石の胄病とその文学一修善寺の大患を中心として－

（抄)」高橋正夫「日本医史学雑誌」37(2)272-273

｢日本泌尿器科臨床史(第4回)高橋明著の二大図譜その1

「膀胱鏡図譜｣」友吉唯夫「臨床泌尿器科j45(8)622-623

｢日本泌尿器科臨床史(第5回)高橋明著の二大図譜その2

「泌尿器レントケン図譜』」友吉唯夫｢臨床泌尿器科｣45(9)

716-717

｢日本泌尿器科臨床史(第6回)過去唯一の泌尿器科学辞典｣友

吉唯夫「臨床泌尿器科」45(10)804-805

｢日本泌尿器科臨床史(第7回)わが国におけるインポテンス概

念の成立」友吉唯夫『臨床泌尿器科」45(11)898-899

｢日本泌尿器科臨床史(第8回)日本における勃起機構の認識

史」友吉唯夫「臨床泌尿器科』45(12)988-989

｢日本泌尿器科臨床史(第9回)欧米の性科学によって評価され

た日本の装着型陰茎プロステーシス」友吉唯夫『臨床泌尿

器科」45(13)1066-1067

48病理学史

「尿蛋白定量末吉法について(抄)」会田恵『日本医史学雑誌」

37(2)281-282

「岡山における明治初期の病理解剖(抄)」中山沃「日本医史

学雑誌」37(2)260-262

「フットライトトーマス・ホジキンの標本のたどった道」

難波紘二『ミクロスコピア』8(3)8-16

（
ぬ
唖
［
）

4 6病院史

「病院の歴史」高橋勝三「日本病院会雑誌」38(12)1769-1774

「明治天皇の大坂行幸で始まった洋式病院と西洋医学講義録

の出版(抄)」中室嘉祐『日本医史学雑誌』37(2)255-257

「京都府療病院設立､その経済的基盤と勧諭方伊藤貢宗(鹿苑

寺)ならびに佐々間雲巖(慈照寺)の事跡(二)」藤田俊夫「啓

迪j(9)15-19

49風俗史

「スライド供覧「酒器、おもと』」中村俊雄『北陸医史』12(1)

81-84

51法医学史

「西中国医科大学における法医学の歴史」WuJiawen.Wu

Meiyun,ZhaoQu「法医学の実際と研究」(34)341-342

め
守
寺



52放射線医学史

「最初期x線診断学に関する内外文献の考察(抄)｣塩津二郎、

森山徳長、奥田克爾、高添一郎『日本歯科医史学会会誌j

17(4)260-261

「子宮癌放射線治療の歴史(1)」館野之男｢放射線科学｣34(9)

287-290

「子宮癌放射線治療の歴史(2)｣館野之男『放射線科学』34(12）

395-398

｢周産期の麻酔序論産科麻酔の歴史と展望」大川昭二、

正木雄三郎、小倉久男『周産期医学』21(8)1109-1113

｢Palliativecareをめぐる最新の話題麻酔の歴史と除痛」

小川節郎、鈴木太「PHARMAMedica｣9(9)83-88

｢第8回日本医学会にみられる麻酔の発表(抄)」渋谷紘、石

橋肇、吉井秀鍔、谷津三雄『日本歯科医史学会々誌」17(4)

256-257

｢Wells笑気麻酔の虚実一そのとき麻酔をかけたのは誰か－」

中原泉「日本歯科医史学会々 誌」17(3)204-205

｢局所麻酔は誰が始めたか(抄)｣中原泉｢日本歯科医史学会々

誌』17(4)252-253

｢京都における近代麻酔科学への道程(抄)」藤田俊夫「日本

医史学雑誌」37(2)282-284

マ
マ
寺

53本草学・博物学史

「｢新薬百品考」の序文について(抄)」岩治勇一『北陸医史』

12(1)54-55

「小野蘭山、意畝と幕府医学館薬園(抄)」遠藤正治『日本医

史学雑誌』37(2)205-207

「日本的本草学の展開一小野藺山の学統一」遠藤正治『日中

実学史研究jlll-135

（
や
、
【
）

5 6薬学史

「梅花錠効能書」「慾斎研究会だより」（55)1

「薬剤疫学序説歴史､現状および世界的共同研究の可能性」

JonesJudithK.「薬事」33(1)27-34

「ACE阻害薬の歴史と展望｣国府達郎『クリニシアン｣38(2)

129-133

「Insulinおよびその製剤に関する薬局方の史的考察(その2)

分析技術進歩の影響」末廣雅也「薬史学雑誌」26(1)37-45

「薬の歴史のとらえ方(9)実学の興隆｣宗田一｢薬史学会通信」

（12)3－5

54麻酔学史

「麻酔学書誌学的研究(第6報)-"DentalMateriaMedica"

にみられる麻酔に関する記述一(抄)｣石橋肇､渋谷紘、小池

陽一郎、谷津三雄『日本歯科医史学会々 誌』17(4)253-254

「麻酔学書誌学的研究(第5報)頓宮寛編「伝達麻酔法」（抄)」

石橋肇、土屋裕子、池田かのり、谷津三雄『日本歯科医史

学会々 誌jl7(3)202-203



｢薬の歴史のとらえ方(10)幕府の専売制と諸藩の経済政策」

宗田一「薬史学会通信」（13)3-4

「クリニカル・ファーマシーの歴史と思想(第4報)」辰野美

紀『日本薬学会111年会講演要旨集」(4)227

｢抗アレルギー薬の歴史と現況｣永井博弍｢JOHNS｣7(2)157
－164

｢薬の携帯とその容器の史的研究(3)印篭以外の場合｣服部昭

「薬史学雑誌j26(1)7-11

｢薬の携帯とその容器の史的研究(4)吸湿の概念と防湿対策

（江戸時代)」服部昭『薬史学雑誌』26(1)31-36

｢｢農業全書｣所蔵の薬用植物(第1報)薬種類について」浜田

善利『薬史学雑誌』26(1)46-51

｢｢農業全書』所蔵の薬用植物(第2報)栽培植物の薬用につい

て」浜田善利『薬史学雑誌」26(1)52-56

｢大正期、前期における中国産繁用生薬の輸入についての考

察（6）とくに大黄の輸入量ならびに価格の変遷について」

播磨章一、田中康雄「薬史学雑誌」26(1)24-30

｢抗菌剤開発の歴史と院内感染｣古谷信彦『治療学｣25(5)609
-614

｢し－ぽるとの処方菱」宮崎正夫『薬史学雑誌」26(1)12-23

｢戦後薬務行政の変遷」渡辺徹『薬史学雑誌」26(1)1-6

（抄)」石田純郎、H.ボイケルス『日本医史学雑誌』37(2)241

-243

｢『ヘンチイヤンチのナチュールキュンデ」（藺書)について」

岩治勇一『福井県医師会だより」（356)27

｢武谷家所蔵の蘭学者書簡のポトガラヒーについて」遠藤正

治「洋学史学会1991年度大会発表資料」1-14

｢西洋科学技術導入期における蘭学者の伝統的制度への回帰

一『適塾』門下生の歴史･科学社会学的分析一」北嶋守『社
会学評論』（41)261-276

｢蘭学の背景(美作の場合)1」下山純正「津山洋学資料館友

の会だより』（18)8

｢『喬梁連累公案」について」中西啓「鳴滝紀要』（創刊号)14
－51
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5 9その他

「谷野一栢の易学を識る資料(1)「命期経軌限盈縮図」につ
いて」岩治勇一『福井県医師会だより」(353)20-21

「谷野一栢の易学を識る資料補遺一鎌倉時代の占星図表一」

岩治勇一『福井県医師会だより』（357)23

「表紙の心(37）『紅夷外科宗伝』の外科絵図」大村敏郎『臨

床外科』46(1)72

「表紙の心(38)外科における日仏の歴史的な絆｣大村敏郎『臨

床外科』46(2)220

「表紙の心(39)ダビット彫刻美術館の外科医パレの像」大村

57蘭学史

「藺学のルーツについて－オランダ外科医界由来の医学一

叩
寺
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157

｢表紙のことばヘルニア」酒井シヅ「手術」45(3)301

｢表紙のことば16世紀のドイツの外科医CasparStromayr」

酒井シヅ『手術」45(4)421

｢表紙のことば17世紀の脱疽手術」酒井シヅ『手術』45(5)

535

｢表紙のことばJ.S.Dorseyの外腸骨動脈結紮術」酒井シヅ

「手術」45(7)999

｢表紙のことばSamuelDavidGross(1805-1884)の頚部良

性腫瘍摘出術」酒井シヅ『手術』45(8)1099

｢表紙のことばアメリカの外科書」酒井シヅ「手術』45(9)

1235

｢表紙のことばH0.Marcyのヘルニア手術」酒井シヅ『手

術』45(10)1457

｢表紙のことば19世紀前半のパリの病理解剖学」酒井シヅ

『手術」45(11)1690

｢表紙のことばギプス包帯とナポレオン」酒井シヅ｢手術』

45(12)1802

｢表紙のことば(最終回)ナポレオンの侍医Larrey｣酒井シヅ

「手術」45(13)1958

｢優生学史研究の動向（1）｣鈴木善次、松原洋子、坂野徹『科

学史研究』（180)225-233

｢ある幕府典薬頭の京見物(付)伊勢参宮」宗田一「啓迪」（9）

6-11･

敏郎『臨床外科』46(3)340

｢表紙の心(40)石燈篭に託す感謝の気持」大村敏郎「臨床外

科j46(4)474

｢表紙の心(41)華岡胄洲の外科結びの紋所」大村敏郎「臨床

外科j46(5)600

｢表紙の心(42)華岡青洲の生地」大村敏郎『臨床外科」46(6)

739

｢表紙の心(43)曼陀羅華の実と麻酔」大村敏郎「臨床外科」

46(7)850

｢表紙の心(44）「解体新書』の記念碑」大村敏郎「臨床外科』

46(8)992

｢表紙の心(45）『蘭学事始』のフルヘツヘンド」大村敏郎『臨

床外科」46(9)1132

｢表紙の心(46)福澤諭吉生誕碑｣大村敏郎『臨床外科｣46(10)

1240

｢表紙の心(47)医学の影の力「グーテンベルクと印刷器｣」大

村敏郎『臨床外科』46(11)1362

｢表紙の心(48．最終回)アンプロアズ・パレの著作の一部」

大村敏郎「臨床外科」46(13)1500

｢薬箱と薬礼」酒井シヅ「CLINICIAN｣38(397)2-3

｢現代医学の史的背景｣酒井シヅ『すぐえあ(SQUARE)｣(12)

14－18

｢表紙のことば13世紀の外科」酒井シヅ『手術」45(1)9

｢表紙のことば14世紀の人体解剖」酒井シヅ『手術」45(2)
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｢典薬頭(幕府)の記す将軍の死｣宗田一『医謹｣(60)3623-3626

｢典薬頭(幕府)のみた将軍宣下御規式｣宗田一『和漢薬｣(455）

6－7

｢医史学への招待(抄)」中野政男『神奈川医学会雑誌』18(1)

141

｢健康観の変遷と人間ドックの対応人間ドックの歴史と将

来像当事業団の経験から(抄)」中山耕作他l「健康医学』

5(2)3-7

｢｢仁助咄」にみられる医学(抄)」浜田善利『日本医史学雑誌」

37(2)222-223

｢『回生録」の研究（1）(抄)」昼田源四郎、末田尚『日本医史

学雑誌」37(2)227-229

｢心敬の世界一ある極北の美意識について－」森忠重『明

治薬科大学研究紀要」(21)71-89

｢一隅を照す医学の輝き(抄)」山中太木『日本医史学雑誌』

37(2)163-166

｢ジョン・ミルンの日本人種論｣吉岡郁夫『科学史研究』(180)

234-241

｢神枕(薬枕)」吉元昭治『牧尾良海博士喜寿記念儒佛道三教

思想論孜」261-289

1895).Medizin,GesellschaftundGeschchtelO3-126.

WINTER,Alison:EtheralEpidemic:Mesmerismandthe

IntroductionoflnhalationAnaesthesiatoEarlyVictor-

ianLondon.So.Hist.Med､4(1),1-28

LOUDON,Irvine:OnMatemalandlnfantMortalityl900

-1960.So.HiStMed.4(1),29-74

PINELL,Patrice:CancerPolicyandtheHealthSystemin

France:'BigMedicine'ChallengestheConceptionand

OrganizationofMedicalPractice.So.Hist.Med.4(1),
75-102

MARCHINI,NellielenaVanzan:ItalianScholarsandthe

SocialHiStoryofMedicinel960-1990,So・Hist.Med.

4(1),103-116

FOX,Enid:TheJewishMatemityHomeandSiCkRoom

HelpsSocietyl895-1939:AReplytoLaraMarks.So.

Hist.Med､4(1),117-122

MARKS,Lara:Ethnicity,ReligionandHealthCare.So.

Hist.Med.4(1),123-128

BORSAY,Anne:CashandConscience:Financingthe

GeneralHospitalatBath(1738-1750).So.Hist.Med.

4(2),207-230

SOUTHALL,Humphrey/GARRETT,Eilidh:Morbidity

andMortalityamongEarlyNineteenthCenturyEngi-

neeringWorkers.So.Hist.Med.4(2),231-252

（
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61欧文文献

Oberlaender,Christian:DieBewegungfuerdenFortbes-

tanddertraditionellenKanpo-MedizininJapan(1874-

ト
守
寸



ANDERSON,Margo:TheUSBureauoftheCensusinthe

NineteenthCentury.So.Hist.Med.4(3),479-514

DEROSIERES,Alain;OfficialStatisticsa'1dMedicinein

Nineteenth-CenturyFrance:TheSGFasaCaseStudy.

SoHist.Med.4(3),515-537

MILLER,R.L:Palaeoepidemiology,literacyandmedical

traditionamongnecropolisworkmeninNewKingdom

Egypt.Med.HiSt.35(1),1-24

EIGEN,JoelPeter:Delusioninthecourtroom;theroleof

partialinsanityinearlyforensictestimony.Med.Hist.

35(1)，25-49

BROWN,P.S.:Medicallyqualifiednaturopathsandthe

GeneralMedicalCouncil.Med.Hist.35(1),50-77

WYMAN,A.L.:BarondeWenzel,OculisttoKingGeorge

III:hisimpactonBritishophtalmologists.Med.Hist.

35(1),78-88

SELIGMAN,StanleyA.:Thelesserpestilence:non-epi-

demicpuerperalfever.Med.Hist.35(1),89-102

KOTTEK,Samuel:7bx応α"ばDoc況加g"応:"CitizensIDo

youwantchildren'sdoctors？”：anearlyvindicatlonof

paediatric''specialists.Med.Hist.35(1),103-116
66

GORDON,EleanoraC.:Accidentsamongmedievalchil-

drenasseenfromthemiraclesofsixEnglishsaintsand

martvrs・Med.Hist.35(2),145-163

JENKINSON,Jacqueline:TheRoleofMedicalSocieties

intheRiseoftheScottishMedicalProfessionl730-1939.

So.Hist.Med.4(2),253-276

HILDRETH,MarthaL.:ThelnfluenzaEpidemicofl918

-1919inFrance:ContemporaryConceptsofAetiology,

Therapy,andPrevention.So.Hist.Med.4(2),277-294

OSWALD,NT.A.:ASocialHealthServiceWithout

SocialDoctors.SoHist.Med.4(2),295-316

BURLEIGH,Michael:'Euthanasia'intheThirdReich:

SomeRecentLiterature.SoHist.Med.4(2),317-328

SZRETER,Simon:Introduction:TheGROandtheHisto-

rians.So.Hist.Med4(3),401-414

GOLDMAN,Lawrence:StatisticsandtheScienceof

SocietyinEarlyVictorianBritain;Anlntellectual

ContextfortheGeneralRegisterOffice.So.Hist・Med.

4(3)，415-434

SZRETER,Simon:TheGROandthePublicHealth

MovementinBritain,1837-1914.So.Hist.Med.4(3),435

－464

HIGGS,Edward:Disease,FebrilePoisons,andStatistics:

TheCensusasaMedicalSurvey,1841-1911.So.Hist.

Med.4(3),465-478

LEWES,Fred:TheGROandtheProvincesintheNine-

teenthCentury.SoHistMed.4(3),479-496

、
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PARK,Katharine/HENDERSON,John:"Thefirst

hospitalamongChristians":theOspedalediSanta

MariaNuovainearlysixteenth-centuryFlorence・Med.

Hist.35(2),164-188

ESTES,J.Worth:Quantitativeobservationsoffeverand

itstreatmentbeforetheadventofshortclinicalther-

momenters.Med.Hist.35(2),189-216

BENISONSaul/BARGERA.Clifford/WOLFE,ElinL.:

WalterBCannonandthemysteryofshock:astudyof

Anglo-Americanco-operationinWorldWarl.Med.

Hist.35(2),217-249

1SAACS,HD.:7~bx応α"JDoc"脚β"iS.･AmedievalArab

medicalcertificate.Med.Hist.35(2),250-257

BORSAY,Anne:"Personsofhonourandreputation":

thevoluntaryhospitalinanageofcorruption.Med.

Hist.35(3),281-294

BRUIJN,1．D.R/BRUIJNGW.:Aneighteenth-century

medicalhearing,andthefirstobservationoftropical

Phagedaena.Med.Hist.35(3),295-307

WORBOYS,Michael:Germtheoriesofdiseaseand

Britishveterinarymedicine,1860-1890.Med・Hist､35(3),

308-327

FOX,Enid:Powersoflifeanddeath:aspectsofmaternal

welfareinEnglandandWalesbetweenthewars.Med.

Hist.35(3),328-352

DANCHEV,Alex:ThestrangecaseofFieldMarshalSir

JohnDillMed.Hist.35(3),353-357

ACHESON,Roy/POOLE,Penelope:TheLondonSchool

ofHygieneandTropicalMedicine:achildofmany

parents.MedHist.35(4),385-408

COLEY,NoelG.:AlfredSwaineTaylor,MD,FRS(1806-

1880):forensictoxicologist.Med.Hist.35(4),409-427

ADAMSON,P.B.:SurgeryinancientMesopotamia.Med.

Hist35(4),428-435

TRAISTER,BarbaraH：T℃x/s(z"dDoc"岬e"fs:4$Matrix

andthePainThereof'':asixteenth-century

gynaecologicalessay.Med.Hist.35(4),436-451

DETH,RonVan/VANDEREYCKEN,Walter:WasNer.

vousConsumptionaPrecursorofAnorexiaNervosa?.J.

Hist.Med.Allied.Sci.46(1),3-19

LABERGE,AnnF.:Mothersandlnfants,Nursesand

Nursing:AlfredDonneandtheMedicalizationofChild

CareinNineteenth-CenturyFrance.J.Hist･Med.Allied.

Sci.46(1),20-43

LARSON,EdwardJ.:BelatedProgress:TheEnactment

ofEugenicLegislationinGeorgia.J.Hist.Med.Allied.

Sci.46(1),44-64

ROLAND,CharlesG/SHANNONHarryS.:Patternsof

（
【
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SUMMERS,WilliamC.:OntheOriginsoftheSciencein

AJ'""s加が〃:PauldeKruif,Felixd'Herelle,andPhage.

J.Hist.Med.AlliedSci46(3),315-332

BREEN,LouiseA.:CottonMather,the"AngelicalMinis-

try,''andlnoculation.J.Hist.Med.Allied.Sci、46(3),

333-357

MARMELZAT,WillardL.:Galenon"Glands"and

"SpongyFlesh":WithSpecialReferencestoan

AncientMechanico-BiophysicalTheoryforSuperficial

LymphNodeFunCtion.J.Hist.MedAllied.Sci.46(4),

419-439

DUFFIN,Jacalyn/RENE,Pierre:"Anti-moine;Anti-

biotique'':ThePublicFortunesoftheSecretProperties

ofAntimonyPotassiumTartrate(TartarEmetic).J

Hist.MedAllied.Sci.46(4),440-456

COURTWRIGHT,DavidT.:Disease,Death,andDisorder

ontheAmericanFrontier.J.Hist.Med.Allied.Sci.

46(4)，457-492

CONDON-RALL,MaryEllen:AlliedCooperationin

MalariaPreventionandControl:TheWorldWorldll

SouthwestPacificExperience.J.Hist.Med.Allied.Sci.

46(4)，493-513

PATTERSON,K.David/PYLE,GeraldF.:TheGeogra-

phyandMortalityofthel9181nfluenzaPandemic･Bull.

DiseaseAmongWorldWarllPrisoners、ofthe

Japanese:Hunger,WeightLoss,andDeficiencyDis-

easesinTwoCamps.J.Hist.Med.Allied.Sci.46(1),65

－85

SPIVACK,BettyS.:AC.Celsus:RomanMedicus.J.Hist.

Med.AlliedSci.46(2),143-157

MCBRIDE,WilliamM.:NormalMedicalScienceand

BritishTreatmentoftheSeaScurvy,1753-75.J.Hist.

Med.Allied.Sci.46(2),158-177

ANDERSON,Lee:HeadlightsUponSanitaryMedicine:

PublicHealthandMedicalReforminLateNineteenth-

Centurylowa.J.Hist.Med.Allied.Sci.46(2),178-200

CHERNIN,Eli:RossDefendsHaffkine:TheAftermath

oftheVaccine-AssociatedMulkowalDisasterofl902.J.

Hist.Med.Allied.Sci.46(2),201-218

CAMPBELL,WilliamC.:EdwardLeicesterAtkinson:

Physician,Parasitologist,andAdventurer.JHist.Med.

Allied.Sci.46(2),219-240

LAURENCE,BrianR.:ElephantiasisinEarlyPolynesia.

J.Hist.MedAllied.Sci.46(3),277-290

MCMILLEN,SallyG.:"NoUncommonDisease":

NeonatalTetanus,Slavelnfants,andtheSouthern

MedicalProfession.J.Hist.Med.Allied.Sci.46(3),291-

314
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1920-1940.Bull.Hist.Med.65(2),234-251

CARTER,K.Codell/TATE,GeorgeS.:"雄α〃ゴDoc"-

郷e"応:TheEarliest-KnownAccountofSemmelweis's

InitiationofDisinfectionatVienna'sAllgemeinesKran-

kenhaus.Bull.Hist.Med.65(2),252-257

WARNER,JohnHarley:RememberingParis:Memory

andtheAmericanDisciplesofFrenceMedicineinthe

NineteenthCentury.Bull・Hist.Med.65(3),301-325

BLOCK,StanleyL.:DanielDrakeandthelnsanityPlea.

Bull.Hist.Med65(3),326-339

HUDDLE,ThomasS.:LookingBackward:Thel871

ReformsatHarvardMedicalSchoolReconsidered.Bull.

Hist.Med.65(3),340-365

PEITZMAN,StevenJ.:MicropunctureandtheMechanis-

ticKidney:ANewLookataClassicExperiment.Bull.

Hist.Med.65(3),366-375

CRAIG,BarbaraL.:TheRoleofRecordsandofRecord-

KeepingintheDevelopmentoftheModernHospitalin

London,England,andOntario,Canada,c･1890-c.1940.

Bull.HiSt.Med.65(3),376-397

ESTES,J.Worth:AmericanAssociationfortheHistory

ofMedicine:ReportoftheSixty-fourthAnnualMeet-

ingBull.HiSt・Med.65(3),398-408

GAMBLE,VanessaNorthington:TheProvidentHospital

Hist.Med.65(1),4-21

CUETO,Marcos:〃α壇g"iswzoandRuralMedicinein

Peru:ThelndianSanitaryBrigadeandManuelNunez

Butr6n.Bull.Hist.Med.65(1),22-41

SELLERS,Christopher:ThePublicHealthService's

OfficeoflndustrialHygieneandtheTransformationof

IndustrialMedicine.Bull.Hist.Med.65(1),42-73

PERSONS,Stow:TheDeclineofHomeopathy-TheUni-

versityoflowa,1876-1919.Bull.Hist.Med.65(1),74-87

BRIEGER,GertH.:TT""2"i"gHGαγ"So"Lec加沌：

C1assicsandCharacter:MedicineandGentility.Bull.

Hist.Med.65(1),88-109

ESTES,JWorth:TheShakersandTheirProprietary

Medicines・Bull.HiSt.Med.65(2),162-184

WAILOO,Keith:"ADiseases"ge"e"s'':TheOrigins

ofSickleCellAnemiaandtheEmergenceofModem

ClinicalResearch,1904-1924.Bull.Hist.Med.65(2),185

-208

DUPREE,MargueriteW./CROWTHER,M.Anne:A

ProfileoftheMedicalProfessioninScotlandinthe

EarlyTwentiethCentury:7雌〃edicaノDj7'EcわびAsa

HistoricalSource.Bull.Hist.Med.65(2),209-233

BENISON,Saul:T"Fie""gHGαγ"so"Lec加姥：

WalterB.CannonandthePoliticsofMedicalScience,

、
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Project:AnExperimentinRaceRelationsandMedical

Education.Bull.Hist.Med.65(4),457-475

KING,CharlesR.:TheNewYorkMaternalMortality

Study:AConflictofProfessionalization.Bull.Hist.

Med.65(4),476-502

CONNOR,J.T.H､：、ぐAsortof/b/0-de-sE":Eclecticism,

RelatedMedicalSects,andTheirDeclineinVictorian

Ontario.Bull.HistMed.65(4),503-527

CARTER,K.Codell:TheDevelopmentofPasteur'sCon-

ceptofDiseaseCausationandtheEmergenceofSpecific

CausesinNineteenth-CenturyMedicine.Bull･Hist.

Med.65(4),528-548
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